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「……今日も来てる」

　恐る恐る開いた玄関ポストの中に見慣れた封筒を見つけ、美里はぞっと背筋を震わせた。真っ白いどこにでも売っていそうなその封筒には、こちらの名前と住所だけで差出人の名前はない。以前住んでいたマンションの住所から転送されているからこちらの現在の住所は相手には分かっていないとはいえ、気持ち悪いことには変わりない。

　本当は中身を見たくなどないが、仕方ない。封を開き逆さにしてみると、中から数枚の写真が出てきて地面に落ちた。

（また……）

　写っているのは、華やかな衣装を着て微笑む小学生の女の子。更に言うなら、美里の小学生時代の写真だ。小学校低学年から中学年の数年間だけ活動していたキッズモデル時代に雑誌に掲載されていたものを、わざわざパソコンに取り込んだ上でプリントアウトしているらしい。顔の分からぬ相手の異常な執着に鳥肌が立つ。封筒の中には、数枚の便箋も入っていた。そこには、やや乱雑な文字でびっしりと隙間なく文面が書きつづられている。内容はどれも「君と～なことをした。～にも一緒に行った。一昨日のデート楽しかったね」などと、美里にはひとつも心当たりのないものばかりだ。だが、相手にとってはそれが真実なのか、奇妙なほどに詳細で現実味を帯びた内容なのがまた気持ち悪い。

　こんな手紙が送られてくるようになったのは、二ヶ月ほど前からのことだ。母の再婚相手で、かつて美里のモデル時代のマネージャーをしてくれていた現在の義父から、どうしてもと頼まれ一度だけモデルの代役を請け負った。その際、雑誌に小さく掲載された美里の写真を見て熱心な男性ファンが付いたらしい。それはある種ありがたいことではあったが、その相手が普通ではなかった。美里がかつてキッズモデルをしていたことを知るや、そちらの姿により強く心を惹かれたようで、どう住所を調べ上げたものかこうしておかしな手紙を送って来るようになった。しかも、内容はまるで美里が小学生の頃からずっと知り合いのような顔で日々を綴っていて、文面から滲み出てくる狂気に怖気が立った。

「証拠になるから捨てないようにって警察の人には言われたけど。あんまり手元に置き続けたくないなあ、こういうの」

　地面に落ちた写真をもう一度封筒に戻し、ため息をつく。相手が触れた封筒にこうして手を触れるのも、本当は嫌なのだ。

（飽きてくれたり……しないかなあ）

　ほぼ毎日のように送られてくるこれは、既に五十通を越えている。相手が飽きて干渉しなくなってくれれば良いのだが、それが難しいことも分かっていた。はあ、と大きくもう一度ため息をついていると、不意に背後から両肩を叩かれる。

「ひゃあっ！」

「わっ。あ、ご、ごめん。びっくりさせちゃった？」

　こちらが上げた大声に驚いたのか、慌てた声が返ってくる。耳に馴染んだその声に、美里はほっと体の緊張をほどくと笑顔で振り返った。

「こっちこそごめんね、ちょっと考えごとしてたから。お帰り、優弥くん」

　視線を向けた先では、制服姿の優弥がにっこりと笑って立っていた。高校三年生になり、部活を引退した優弥はいつも日が暮れる前に帰ってくる。受験生とはいえ高校生なのだからもっと友人と学校帰りにどこかに寄ったり遊んだりしたいだろうに、本人は受験勉強があるからとこうしてまっすぐ帰宅してくる。だが、それはこちらの身を案じてということも美里は気付いていた。

　美里の手の中の封筒を認めて、優弥は眉を寄せる。十八歳にしてはいささか幼く見える顔立ちは、不快そうな表情をしていてもやはり可愛らしい。

「また来てたんだ。ストーカーからの手紙」

「うん……」

　小さく頷いた美里の手から封筒を取ると、中の手紙を開く。そして文面に視線を走らせ、うわあと呆れた声を出した。

「なんか、日に日に病んでいってる感じするね。警察も無能だよな、さっさと捕まえてくれればいいのに」

「そうは言っても、まだこの手紙だけだとなかなか難しいみたい。見周りはしてくれるって言ってたけど」

「だからって、これ以上の被害が起きてから対処しますって言うんじゃ遅いのにね。まったく、お姉ちゃんを守れるのはやっぱり俺がいちばん適任だね。絶対こんなストーカー野郎に手出しさせないから、安心して」

　伸びてきた指がぎゅっと美里の手を握る。その温かさに安堵感が広がった。

「ふふ、ありがとう優弥くん。さ、そろそろ中に入ろっか。お母さん今日も帰り七時過ぎになるって言ってたし、夕飯私が作るね」

「わーい！　あのね、俺ハンバーグがいいなあ。前に作ってくれた、チーズ入ったやつ！」

「残念、材料がもうあるので今夜は鶏の竜田揚げでーす」

「そっかー。でも竜田揚げも好きだよ。楽しみだなぁ」

　無邪気に喜ぶ優弥を微笑ましく見やり、玄関ドアを開く。着替えてくると自室に向かった優弥と別れてキッチンへ向かった美里は、封筒をいつもの場所に仕舞うとエプロンを手に取り――布地に顔を埋めてしゃがみこんだ。

（ゆ、優弥くんはもう……っ可愛すぎる……！）

　一緒にいる間はどうにか顔に出さずにいたが、本当はずっと危なかった。子どものように夕飯のメニューをリクエストしてくる様も可愛いし、愛らしい外見で絶対に守るなんてことを誓ってくれるのも可愛い。正直なところ、失礼ながらまだそこまで男性らしさのないように見える体躯ではなかなか難しいのではないかと思ってしまうところもなくはないのだが、それも含めて全てが可愛い。

　半年前、再婚したい相手がいると母が義父を連れてきたときには驚いたものだ。美里がまだ幼い頃に父は病で亡くなり、それからはずっと母が女手一つで育ててくれていた。少しでもそんな母の助けになれればと母の知り合いの紹介でキッズモデルの仕事を始め、所属した事務所で担当をしてくれたかつてのマネージャーが義父だった。美里が引退した後も母と交流があったのかと驚いたが、どうやらそうではなかったらしい。義父の方は数年前に元の奥さんと離婚し、その後事務所の近隣にある会社に転職していた母とたまたま再会したのだという。そこから交際が始まり、ついには再婚を考えるようになったのだとか。

　義父の人となりは知っていたし、彼ならばと祝福も出来た。そして両家の顔合わせという名目の夕食会の日。義父にも美里より三歳下の息子がいることは聞いていたが、現れたその少年に思わず目を奪われてしまった。

　何せ可愛かったのだ。高校の制服姿で男の子だと分かりはしたものの、ぱっちりとした大きな目にさらさらの髪。鼻筋の通った小作りの顔に浮かべられた穏やかで優しい微笑みは、人を惹きつける天性の才能がある気がした。均整のとれたしなやかな体躯で、もう少し身長があればモデルとして充分やっていけたはずだ。男の子にしては少し低いのかもしれないが、年齢的にまだまだ伸びることだろう。

　そんな相手が弟になって、「お姉ちゃん」と自分を無邪気に慕ってくれるのだから、これまで一人っ子で弟や妹というものに憧れていた美里が骨抜きにならないはずがなかった。……とはいえ、どうもここ最近、そんな微笑ましい感情以外のものも芽生え始めていて。

（……意外と手、大きかったなあ。男の子だもんね、当然か）

　先ほど手を握られたときの温もりを思い出して、指の腹で手を撫でてみる。可愛らしい外見であっても、やはり自分とは骨格や肉の付き方が違う。改めてそれを実感して、無意識に頬に熱が灯った。

「お姉ちゃん、俺も何か手伝えること……お姉ちゃん？」

「わっ、ひゃ！」

　突然頭上から聞こえた声に慌てて顔を上げる。近づいてくる足音に気が付かなかったなんて、どれほどぼんやりしてしまっていたのだろう。

「どうしたの、大丈夫？　気分でも悪い？」

「あっ、えと、ううん！　なんでもないの、ありがとう！　お手伝いね、うん、ええと、それじゃ付け合わせにする野菜洗ってもらってもいいかな！」

　頭に渦巻いていたもやもやとした感情が伝わってしまったらと焦って、必要以上に大きな声で取り繕う。我ながら怪しい挙動に不審に思われないか不安だったが、幸い優弥はにっこりと笑うと頷き野菜室を開けた。

「分かった。他にも手伝えることがあったら言ってね」

「ありがとう、優弥くん」

（ほ……。どうにか誤魔化せた）

　掴んだままだったエプロンを広げ、身につける。いつもどおり腰の紐を後ろ手に結んでいると、野菜を取り出し終えた優弥が「あ」と声を上げた。

「？　どうかした？」

「この前テレビで見たんだけど、こういう紐って前で結んだ方がいいみたい。後ろだと包丁とか鍋の取っ手とかに引っかかって危ないし、お姉ちゃん細いから後ろで結ぶと横がちょっと余るでしょ？　それだと火使うときも危ないんだって」

「そうなんだ。確かにそうかも……。じゃあ、ほどいて前で……」

「俺がやってあげるよ。待って」

「え？　大丈夫、自分ででき……ひゃっ」

「いいからいいから。はい、腕ちょっと上げてー」

　答える間もなく、背後に移動した優弥の手がエプロンの紐をほどく。そのまま紐を前に持ってくると、綺麗な蝶々結びをしてくれた。……それはよいのだけれど、これは大分距離が近い。まるで後ろから抱きしめられているような体勢に慌ててしまう。

（優弥くんの匂いがする。ち、近い……っ！）

　同じ家で、シャンプーもボディソープも同じものを使っているはずなのに、自分とは違う匂いがする。嫌なものでは決してなくむしろ好ましさを感じるこれは、やはり男の子特有のものなのだろうか。

「はい、できた。おしまいっ」

「あっ、ありがとう……」

　ぽん、と結び目の上を軽く手のひらではたかれ、温もりが離れる。それに安堵する反面少しだけ残念に思ってしまったのに気付いて、小さく首を振って邪念を振り払う。

「こういうことすると、お姉ちゃんの方が年下みたいだね。いつもは俺がお世話してもらってばっかりだからさ」

　少し照れくさそうに、それでいてどこか誇らしげにそんなことを言ってくる優弥の無邪気さに、美里は一瞬でも不純なことを考えてしまった自分を恥じた。

「ええ？　そんなことないよ、優弥くん何でも自分でやってくれてるじゃない。けど、これでも私の方がちゃんと年上なんだからね。お姉ちゃんなんだから、もっと甘えてくれてもいいんだよ」

「本当？　そんなこと言われたら俺本当にすごく甘えちゃうようになるよ？」

「ふふ、いいよ。どーんと甘えてください」

「わーい、やったー！　じゃあ早速、ぎゅーっ」

「わっ！　だ、抱きつくのは今はなし！」

　突然、今度は先ほどよりも強めに抱きしめられて緊張に体が固くなってしまう。ぎくしゃくとぎこちない動きで距離を取ると、優弥は不満そうに唇を尖らせる。

「えー。今はだめ？　じゃあ、後ならいい？」

「う……うーん。……あ、後、ならまあ……」

　甘えていいといったのはこちらである以上、だめとは言いづらい。それに、そんな顔で甘えられては否やは言えなかった。

　美里の返事を確認すると、優弥は途端に機嫌を直した様子で「分かった」と頷き、野菜を洗う作業に戻った。鼻歌交じりに作業を始めた彼にほっと息をついて、美里も料理の準備を始める。

（びっくりした。弟ってどこの家もこんな感じなのかな。それとも優弥くんだけ？　でも、甘えられるのってなんかちょっと……嬉しい）

　子ども時代は、姉弟間で甘えたり甘えられたりすることに憧れたものだ。だから、こうして弟とふたり戯れながら並んで料理をするなんて、なんだか夢のようで楽しい。あまり年の変わらない弟ができると聞いたときは上手くやっていけるか不安だったが、今は優弥が弟になってくれて本当に良かったと心から思う。

（それもこれも、優弥くんが素直で良い子だからだよね。はあ、うちの弟くんは本当に天使……）

　弟のいる友人からは、「弟なんて生意気だし言うこと聞かないし男臭いしいいもんじゃないよ」などと脅されていたが、優弥はそれとは正反対だ。優しいし可愛いし、こうして手伝いも率先してやってくれる。美里にとっては本当に天使のような弟だ。だから――。

（だから、変なこと考えちゃだめ。うう、私ってやっぱり変なのかなあ。優弥くんを見てるとつい色々考えちゃう）

　こんなことを優弥が知ったら、きっと幻滅されてしまうだろう。そうならないためにも、こんな気持ちはすっぱりと捨ててしまわなくては。

「お姉ちゃん。野菜洗い終わったよ。次は何すればいい？」

「ありがとう。そうしたら、次は……」

　それ以上は考えないようにして、美里は優弥に笑顔を向けた。






「おお！　今日も美味しそうだなあ」

「お姉ちゃんと俺の共同作業だからね。父さん、ちゃんと味わって食べてよ。って言っても、作ったのはほとんどお姉ちゃんだけどさ」

「ふふ、ふたりは本当に仲がいいわねえ。まるで本物の姉弟みたいよ」

　義父が帰宅し、リビングには家族四人の和やかな会話が溢れる。既に母と美里と優弥は食事を終えているから、食卓に並んでいるのは義父ひとり分だけだ。本当は家族揃って食事をしたいところだが、義父の仕事が忙しいことは分かっているから仕方ない。

　そんな和やかな雰囲気の中、話が今日も来ていたあの白い封筒の話題に及ぶと、途端に義父は眉を下げ申し訳なさそうに美里に頭を下げた。

「美里ちゃん、本当に申し訳ない。あのとき、代理なんてお願いしなければ……」

「お父さんのせいじゃないよ。それに、あのときは本当に皆困ってたし」

　モデルの代理を引き受けたのは、たまたまだった。義父の忘れ物を仕事先のスタジオに届けに行くと、何やら現場がざわめいていた。聞けば、撮影予定のモデルの一人が渋滞に巻き込まれて来られなくなっているらしい。急遽新しいモデルの代理を捜さなくてはとスタッフ同士で会話をしていたとき、ふとカメラマンと視線が合ったのだ。その瞬間、カメラマンの目が輝くのが分かった。素早く近くまでやってきた彼に代理を頼まれたときは驚いたが、サブのモデルの代理であることと現場が本当に困っていることを熱心に訴えられ、元々押しに弱く断りづらい性格の美里はつい流されるままに頷いてしまった。

　人助けのつもりのそれがまさか後のストーカー騒動へ繋がるとは思っていなかったが、そんなことは元よりあの場の誰も予想できることではなかっただろう。だから、義父に謝られると却って申し訳ない気分になってしまう。

「警察は信用ならないし、お姉ちゃんはちゃんと俺が守るよ」

「僕ももう少し家にいられたら安心なんだけど。優弥、父さんの代わりに美里ちゃんとお母さんのことよろしく頼んだぞ。でも無茶はするなよ、危ないことになったらすぐ警察を呼ぶこと。いいね？」

「分かってるって」

「うふふ、頼もしいことねえ。だけど美里、あなたも本当に気をつけなさいね。変な人がいたらすぐに逃げるのよ。防犯ブザーは忘れずに持っておきなさい」

「うん、そうする」

　用心はしてしすぎるということはない。こくりと大きく頷いた美里に、両親はほっとした様子で息をついた。






　風呂から上がり、自室がある二階へ上る。と、廊下で優弥に呼び止められた。なんだろうと振り返ると、伸びてきた腕に不意に抱きしめられてしまう。

「ゆ、優弥くん！」

「えへへ。夕飯の支度のとき、後ならいいって言ったでしょ？　だから、今ぎゅー」

「うう……」

　は、恥ずかしい。だが、確かに後ならいいと言ったのだから約束は守らなければいけない。

「あの、あんまりくっつくと濡れちゃうよ」

「大丈夫だよ。ふふ、あったかい。いい匂いする」

「ひゃっ。く、くすぐったいよ」

　犬のように鼻先を髪にすり付けられ、くすぐったさに笑みが漏れた。風呂上がりのパジャマ越しに、優弥の体温が伝わってくる。

「人のあったかさっていいよね。俺、今までこうやってあんまり人に甘えたことなかったから、安心する」

「え？」

　ふと優弥の言葉に滲んだ寂しげな色に、視線を上げて彼を見つめる。その表情は、なんだか少し悲しげに見えた。

「ほら、うち父さんも〝前の〟母さんもずっと仕事で忙しかったからさ。ひとりで留守番してることが多かったから、こんな風に誰かに甘えるのってなかなかできなかったんだ」

「あ……」

　そういえば、優弥の実母は人気モデルだと以前聞いたことがある。現在は海外に活躍の場を移したということだが、その人気さ故に毎日忙しく、優弥はいつも家でひとりでいることが多かったのだそうだ。父親である義父の忙しさも、担当をしてもらっていた美里自身がよく知っている。美里以外にも数名のモデルや子役を担当していて、仕事の途中にもよく電話が鳴っていたのを覚えている。

「……ごめんね」

「何が？」

「お父さんが忙しかったの、その……」

「ああ。謝らないで、お姉ちゃんのせいじゃないでしょ。それに、別に父さんたちのこと恨んでるわけじゃないんだ。俺のことちゃんと育ててくれてたし、愛情持ってくれてたのも分かってるしね。ただ、こうやって誰かが家にいてくれるのが当たり前になると、やっぱり寂しかったのかなって最近思うようになったんだ。だから、お姉ちゃんがこうやって甘えさせてくれて嬉しい」

「優弥くん……」

　両親が不在の家で、幼かった優弥はきっとどんなにか寂しかったことだろう。なのに、それを恨むでもなく感謝をするなんて。そのいじらしさに愛おしさが込み上げて、手を伸ばして彼の頭を柔らかく撫でる。初めて会った半年前より、最近少し背が伸びてきたかもしれない。

「あのっ、私でよかったらたくさん甘えていいんだからね。頼りないかもしれないけど、私、優弥くんのいいお姉ちゃんになれるよう頑張るから！」

　懸命な訴えに、優弥は二、三度瞳を瞬かせた後嬉しそうに表情をほころばせた。その笑顔に、胸が締め付けられる。

「ありがと。でも、そんなに頑張らなくてもお姉ちゃんは充分いいお姉ちゃんだよ」

　抱きしめられる腕に、ほんのわずか力がこもる。頭上に当たる優弥の唇が話すたびに動くのが少しくすぐったい。

「あったかくて安心する……。お姉ちゃん、ありがとう。おやすみ」

「うん。おやすみ、また明日ね」

　ぎゅう、と抱きしめて腕を離す。手を振り自室へ戻っていく優弥を見送って、美里もその隣の部屋へ入る。

　今住んでいるこの一軒家は、両親が再婚したのを機に購入した中古の物件だ。築年数は十年ほど経っているが、日当たりが良くリビングが広いのが気に入っている。一階は両親が使用し、二階はこうして姉弟のそれぞれの部屋として与えられている。これまで母とふたりマンション暮らしだったから、こんな風に家族揃って一軒家で暮らすというのはなんだか少しむず痒いような嬉しさがあった。

（お父さんが生きてたら、こんな風に暮らしてたのかなあ……）

　病で亡くなった父の記憶は、美里がまだ幼かった故にあまり多くない。それでも、残っているアルバムの写真などを見るととても優しそうな人だった。そういえば顔立ちや印象は今の義父にどこか似ている。

「……はあ」

　ベッドの縁に腰掛け、枕を抱きしめてみる。先ほどの優弥の感触とはもちろん違うが、あの温もりを思い出して顔が赤くなってくる。

「だ、だめだめ。私はお姉ちゃんで、優弥くんは弟！　変なこと考えないの！」

　彼のことを異性として意識してしまうのは、無邪気にこちらを慕ってくれる彼に悪い。そう分かっているのに、顔に上った熱はなかなか散ってはくれなかった。

　枕を抱いたままごろんとベッドに寝転がり、枕に顔を埋めて瞳を閉じる。――顔が熱い。

「……ん……」

　先ほど優弥が触れていた箇所を自分の手でなぞってみると、その場所が熱を持っている気がした。ぞくりと甘い震えが走り、瞳を瞑ったまま慌てて首を振る。

（だめ、だめだったら……っ！）

　これではまたいつもと同じことになってしまう。

　こんなことをしてはいけないと理性ではしっかり分かっているのに、手は止まらなかった。ゆっくりと肌をなぞる指が下腹部へと滑り下りていく。もう片方の手も、枕を離して洋服越しにそっと乳房に触れた。先ほどの優弥の温もりや触れ合った感触を思い出し、唇から吐息が漏れる。

「あ……は、ぁ……」

　無意識に声が出てしまって、慌てて口を噤む。小さな声だから大丈夫だとは思うが、隣室は優弥の部屋だ。万が一にも聞こえてしまったらまずい。

　近頃、自分の体がどんどん変化していっている気がして恐ろしい。これまではこんなことはなかったのに、優弥と同じ家で暮らすようになってから時折こんなことをしてしまうようになった。もちろんいけないことだと分かってはいるし実際してしまった後には後悔しかないのだが――一度スイッチが入ってしまうと体の疼きに耐えきれず、ついしてしまうのだ。

「ん、ん……あぅ、んん……っ」

　乳房を手のひらで包み、先端を指の腹で軽くこすっていくとじきにぷくりと小さな突起が勃ち上がってくる。それを指先で弾くとぴりっと痺れるような刺激が走り、気持ち良さに下腹部が疼いた。求めに抗えず、指をパジャマの中に潜り込ませ下着の上からそっと足の付け根の中心を撫でてみる。

「んぁ、は……ぁん……」

　きちんとしたやり方など分かりもしないのに、触れて上下にゆっくりこすってみるとじわりと下着の表面が湿ってくるのが分かった。疼いているのはもっと奥だがさすがに直に触れるまではまだ勇気が持てなくて、いつも触れるのはここまでだ。それでも、胸からも伝わってくる快感と合わさり呼吸が乱れた。

（優弥くん。ごめんなさい、私……）

　申し訳ないと思いながらも、閉じたまぶたの裏に思い浮かぶのは優弥の姿だ。目を閉じて意識を手に集中していると、いつしか触れているのが彼の手だと錯覚しそうになる。

「あ……っ！　っめ……だめ、なのに……私ぃ……っ」

（こんなこと私が考えてるなんて知られちゃったら、絶対気持ち悪いって思われちゃう）

　隠さなければいけない。きちんと姉弟として節度を持った関係を続けていかなければならない。だって、彼に嫌われてしまうのは――絶対に嫌だ。

「っめんね……私……あっ、いいお姉ちゃんで……はぁっ……いる、からぁ……っ」

　押し殺した声が甘さを増すのと合わせて、愛撫の方法を知らないむちゃくちゃな動きの手も早くなる。と、体が大きく震えて背中がしなった。枕に顔を押しつけて、上がりそうになった声を殺す。下着の上から触れていた秘所に、じんじんと痺れるような快感の余韻が残っている。

「また……やっちゃった……」

　瞬間の快感と引き替えにやってくるのは、すさまじいほどの罪悪感と自己嫌悪。すぐ隣にいる義弟を想像しながらこんなことをしてしまうなんて、本当に義姉失格だ。彼と顔を合わせているときはきちんと演じられているのに、どうしてひとりきりになるとこんな淫らなことを考えてしまうのだろう。

「もう、絶対にしない。ちゃんと、いいお姉ちゃんにならなくちゃ」

　もう何度誓ったか分からない決意をもう一度口にしてため息をつく。気だるい体をベッドに寝そべらせたまま、美里はじっと隣室の方を見つめていた。
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　翌日。午前中最後の講義が終わり、昼休みを知らせるチャイムの音にほっと息をついていると、ふとバッグの中でスマートフォンが鳴った。この音は、メッセージアプリの通知音だ。画面を確認すると、優弥からのメッセージが届いていた。

　内容は、今日少し帰りが遅くなる旨と夕飯のメニューのリクエスト。今日も母は帰りが二十時近くになってしまうと言っていたから、夕飯の支度は美里の役目だ。まだメニューは決めていなかったし、こうしてリクエストをもらうとなんだか嬉しくて、了解の旨を返信する。

　メッセージを送り終え、スマートフォンを両手に包んだまま小さくため息をつく。こうして懐いてくれているのが分かっているからこそ、昨夜のような自分の行いに余計罪悪感が込み上げる。

（優弥くんのいいお姉さんにならなくちゃって思うのになあ……。どうしてあんなことしちゃうんだろう）

　思わず顔を赤らめて、ぶんぶんと首を左右に振る。自分のしたことを思い出すだけでも恥ずかしくなってくる。と、横で様子を見ていた友人が不思議そうな顔で肩を叩いてきた。

「美里ー。お昼食べに行かないの？　食堂行こうよ」

「えっ、あ、ああ、うん。そうだね、ごめん」

「どうしたのよ、さっきから百面相しちゃって。何、そんなに動揺するようなことでも送られてきたの？」

「ううん、そうじゃないの。今来たのは、ただ優弥く……あ、弟が今日帰り遅くなるっていうことだけで――ほら」

「ああ、最近できた弟くん。どれどれ、へえ、随分可愛いメッセージ送ってくるんだねえ。うちにも弟いるけど、口ばっかり達者で生意気になっちゃって、全然こんな風に甘えてくれないよー」

「そうなの？　私、今まで兄弟いなかったからこういうものかなって思ってたんだけど……」

「いやいや、全然よー。まあ個人差はあるんだろうけどね、うちのは憎まれ口ばっかり。人のこと邪魔扱いしたりもするしね。ったく、小学生くらいまではまだ可愛かったんだけどなー」

「そうなんだ……」

　となると、優弥は世間一般で見ると大分甘えてくるタイプのようだ。義理の弟だからなのだろうか、それとも彼の生来の性格故なのだろうか。

「文面からでも素直な良い子って伝わってくる感じだわー。美里も可愛くてしょうがないんじゃない？」

「！　う、うん、そうなの」

　友人の言葉に笑顔で頷きつつも、内心で少し焦る。可愛く思っているのは本当だ。だが――そんな相手を昨夜のような行為の架空の相手にしてしまっているのは、もちろん友人が知るはずはないのだが何となく後ろめたかった。

「本当に優しくて素直でね、すごく良い子なの。私が家事してるときはよく手伝ってくれたりもするし。あ、写真見る？　この前一緒に出掛けたときに撮ったんだ」

　後ろめたさを隠すため、殊更明るい口調で言ってスマートフォンの画像フォルダを開く。優弥たちが家族になってまだ半年だが、既に画像フォルダの中には彼や義父も一緒に写っている写真が結構な枚数保存されている。

「一緒に出掛けたりもするんだ、本当に仲良いねえ。――おお、何これ美少年！　可愛いじゃーん」

　素直に賞賛されて、我がことのように誇らしくなる。やはり、他人の目から見ても優弥はそう見えるらしい。

「これだけ格好良かったら、彼女とかもいるんじゃないの？」

「えっ彼女？　……うーん、どうだろう……そういう話は聞いたことがないけど……」

　そういえば、彼女がいるかどうかなんて話題に上がったこともなかった。考えてみれば、優弥ならば当然いてもおかしくない。きっと彼によく似合う、可愛らしい女の子だろう。けれど――そんな当たり前のことに今更ながら気付いて、必要以上にショックを受けている自分に気付き驚いた。

（やだ、私ってば。優弥くんに彼女がいたって、別にショック受けることじゃないのに。弟がモテることは喜ばしいことだし……）

　思わず無言になってしまった美里には気付かず、友人は楽しげにまだ優弥の写真を見ている。

「いいなあ、うちの弟とは大違いだよー。高三って言ってたっけ？　じゃあこれからまだどんどん格好良くなってく感じかあ。将来有望だねえ」

「う……うん」

　これから。そうか、これから更に成長して大人になって、今よりもどんどん格好良くなっていくのか。――はたして、そんな彼の傍にいて自分はこれからも姉を演じきられるのだろうか。

（うう……ちょっと自信ないかも……）

「ありがと、スマホ返すね」

　友人からスマホを受け取り、バッグに仕舞いかけたところで再びメッセージ到着の通知音がした。

「あっ、優弥くんから返信――」

　送られてきたメッセージを確認して、反射的にスマートフォンをバッグの中に押し込む。これを友人に見られるのは少し恥ずかしい。

「美里？　食堂行かないの？」

「あっ……その、先に行ってて。ちょっと用事済ませてから行くね。すぐ追いかけるから！」

「？　分かった、じゃあ席取っておくから用事終わったらおいでね」

　友人が教室を出て行くのを確認して、再びバッグからスマートフォンをそっと取り出す。電源を入れると、先ほどのメッセージ画面が現れる。優弥からの返信、その内容は。

〝ありがとう！　お姉ちゃんの料理本当に美味しいから嬉しいな。母さんのも好きだけど、お姉ちゃんのもすごく好きなんだ。急いで帰るようにするね。大好き！〟

　何度も文面をなぞり、口元がにやけそうになるのを慌てて手で隠す。取り立てて大きな意味などないと分かってはいても「大好き」なんて書かれるとやはり少し照れる。

「私も……好きだよ、なんてね」

　本人には直接言えないことでも、独り言でなら呟いても許されるだろう。返信の代わりに笑顔のメッセージスタンプを返して、席を立ち友人の待つ食堂へと足早に急いだ。
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　ざあ、と窓を打つ雨の音がまた強くなる。昼過ぎから降ってきた雨は、止むことなく雨足を強め続けている。

　今日は幸い午前中だけの講義しかなかったから、美里は濡れる前にどうにか帰宅することができた。雨は夜には止むとのことだから、両親も大丈夫だろう。義父は今日担当しているモデルのロケで地方に同行していて、帰ってくるのは明日だと言っていた。母も、今日は数ヶ月に一度の棚卸しがあるとのことで帰宅は終電になってしまうそうだ。となると、問題は優弥だ。彼は大丈夫だろうか。

「傘持っていってるといいんだけど……」

　時計を見れば、そろそろ優弥が帰宅する頃合いだ。傘があってもこの雨では濡れてしまうだろうし、タオルの用意でもしておいてあげようかと洗面所へ向かいかけたところで、テーブルの上のスマートフォンが鳴った。画面を見れば、メッセージアプリが立ち上がっている。

「誰だろう。あっ、優弥くん」

　画面には、謝る犬のスタンプ。その後、もう一度通知音が鳴り「お姉ちゃん、今家にいる？」と泣き顔の絵文字が語尾についたメッセージが送られてくる。

　いるよ、と返事を送ると、すぐに次のメッセージが返ってきた。

〝よかったー！　もうすぐ駅に着くんだけど、傘忘れちゃって。迎えに来てくれないかな。俺の傘、玄関の傘立てにあるから！〟

「ありゃ、忘れていっちゃってたんだ。もうすぐ駅か、走ればあんまり待たせないで済むかな。よし、〝いいよ、待ってて〟……っと」

　返事を送るとまたすぐ、今度は喜んでいる犬のスタンプと感謝する犬のスタンプが送られてくる。その反応にくすくすと笑みをこぼしながら早速玄関へと向かった。

「優弥くんの傘は……これだったよね」

　帰ったらすぐに使えるようにタオルを置いておき、傘立てにある彼の傘と自分の傘を持って玄関を出る。家から駅までは急げば十分ほどだ。歩き出すとすぐ、道路上に跳ねる雨雫に足下が濡れる。

「帰ったらお風呂沸かしてあげた方がいいかなあ。傘があっても冷えちゃうよね」

　とにもかくにも、急いで向かってあげないと。水たまりにはまらないよう注意しながら駅まで向かうと、改札の前で待つ優弥の姿が見えた。

「あっ、いた。優弥くん！」

　行き交う人々の間を縫い名前を呼ぶと、こちらに気付いた優弥が顔をほころばせて走り寄ってくる。まるで飼い主を見つけた犬のような表情で、何とも可愛い。

「お姉ちゃん。ごめんね、雨の中来てもらっちゃって。ありがとう、助かった」

「どういたしまして。待たせちゃった？」

「ううん、ちょうどさっき着いたとこ」

　話しながら、彼の傘を手渡す。それを開いて――優弥は小さく声を上げた。

「あ」

「どうかした？」

「やっちゃった……。そういえばこの前使ったとき、この傘壊れちゃってたんだ……」

「ええ？」

　見れば、確かに傘の骨が一本折れ曲がってしまっている。無理矢理なら差して使えないこともないだろうが、この雨では余計壊れる可能性も高い。

「どうしようか。新しいの買って帰る？」

「うーん、でも家までそんなにないしなあ……。そうだ、お姉ちゃん。傘、一緒に入れて。だめ？」

「えっ、でも狭くない？　濡れちゃうよ」

　美里が差しているのは女性用のものだ。ないよりはあった方がましだろうが、ふたりで入っては濡れてしまうだろう。それならまだ骨が一本折れていても優弥のものを差して帰った方が良いような気がする。だが、美里の答えに優弥は首を振った。

「濡れないように体小さくしておくから。お願い！」

　まっすぐな瞳で見つめられそんな風にお願いをされては断りづらい。可愛い弟のわがままについついほだされて、美里は苦笑と共に傘を差し出す。

「分かった。いいよ、一緒に入ろ」

「わーい、ありがと！」

　嬉しそうに隣に入った優弥と共に、雨の中を歩き出す。やはりふたりで使う傘は狭かったが、不思議と美里の方はあまり濡れていない。どうしてだろうと優弥を見上げて、その理由に気付く。

「わっ、優弥くんもっと中入っていいよ！　肩濡れちゃってるじゃない」

　優弥の制服の肩は、傘から落ちてくる水滴に濡れて色を変えていた。慌てて彼の方へ傘を傾けると、申し訳なさそうに距離を詰めてくる。

「ごめんね。でも、お姉ちゃんが濡れちゃうでしょ」

「私は大丈夫だよ。ほら、もっとこっち寄って！」

　腕を取り、半ば無理矢理引き寄せる。すると、大分濡れはしなくなったが当然ながらその分体が近くなった。服越しに優弥の体温を感じて思わず鼓動が速くなる。

（わああ、だめ、平常心平常心……！）

　いけない、こんなことを考えていては姉失格だ。照れくささを隠すために、わざと明るさを装って笑う。

「や、やっぱり狭いね！　濡れちゃうから早く帰らないと。そうだ、今日の夕ご飯どうする？　優弥くんと私だけだから、帰ったら作り始めちゃおうか」

「え、父さんは帰ってこないって聞いてるけど、母さんは？　そんなに遅いの？」

「お母さん、今日は棚卸しの日なの。だから、帰りは終電になっちゃうって」

「……そうなんだ」

　そこで一旦会話が途切れる。傘を打つ雨の音に瞬間飲み込まれたような気分になった。

「優弥くん？」

「ああ、うん。じゃあ、ふたりだけなら家にあるもので簡単に済ませちゃおうか」

「そうだね。冷蔵庫の中、何かあったかなあ」

　そんな何でもない会話をするうちに、自宅の前まで辿り着いた。玄関ポストの中には――よかった、今日はあの封筒は入っていない。玄関の鍵を開けて中に入り、用意しておいたタオルを優弥に手渡す。

「制服濡れちゃってるから乾かさないとね。優弥くん、体冷えちゃったでしょ」

「ありがとう。タオル、お姉ちゃんは？」

「私は今別の取ってくるから、それは優弥くん使って」

　言って、先に玄関を上がり洗面所へ向かう。幸い、優弥ほどは濡れていない。新しいタオルで水の跳ねた足を拭いてから玄関へ戻る。と、優弥も既に家に上がっていたようでリビングに彼の姿が見えた。

　濡れた制服を脱ぎ、タオルで濡れた箇所を拭っている。ワイシャツ越しに見える背中の思いがけない広さに、思わず目を奪われる。可愛いとばかり思っていても、やはり体の作りは男の子だ。

（意外とがっしりしてたりするのかな……。前に抱きつかれたときも、結構体しっかりしてたものね）

　少し前に彼が甘えてきたときのことを思い出して、頬が赤らむ。

　――触ってみたい。

　こちらを向いている背中を見て、ふとそう思った。うっすらと浮かび上がっている肩胛骨や、すっきりとしたラインの、女性とは違う丸みのない腰。それらに触れてみたいという欲求に衝動的に駆られて、ついふらふらと優弥の方へ進んでしまった。そして、

「……お姉ちゃん？」

「……あっ」

　名前を呼ばれてようやく我に返る。だがそのときには既にもう手を彼の背中に伸ばした後だった。振り返った優弥と視線が合って、慌てて後ずさり距離を取る。

「あ、あのごめんなさいっ！　その、違うのこれは！」

「違うって？」

「えーと、あの、その……あ、足がもつれちゃって倒れそうになっちゃっただけなの！」

「ふうん。足がもつれたの？」

「そ、そう！」

「本当に？」

「えっ……」

　ふと、優弥の口調がいつもとどこか違う気がして言葉に詰まる。まっすぐにこちらを見つめてくる視線が気まずくて顔を伏せれば、一歩彼が近づいてくる気配があった。

「倒れちゃっただけなの？　本当？」

「え……あ、の……ゆ、優弥くん……？」

　なんだろう。雰囲気がいつもと違う。恐る恐る顔を上げれば、優弥はにっこりと笑んでこちらを見ていた。……けれど、その笑顔は普段の天使のような表情とはどこか違っていた。何がどう、とは説明しづらいが、見つめ続けてはいられないような気がする。

（どうしたんだろう、私。妙に緊張してる）

　勝手に触ったことがばれたからだろうか。というより、そもそもどうして衝動的に触ってしまったりなどしたのだろうか。今更後悔してみても遅いが、しみじみそう思う。

「俺のこと触りたかったから来たんじゃないの？　違う？」

「っ！　え、や、あの……っ！」

　違うと。そう言って否定しなければならないのに、図星をつかれて咄嗟に返答ができない。かあっと顔を赤らめた美里に、優弥は尚も一歩距離を詰め、笑みを深める。

「いいよ、触っても。お姉ちゃんならもっと触ってくれても平気だよ」

「あ……う……」

　その誘惑に乗るわけにはいかない。ぶんぶんと大きく首を左右に振って後ずさる。だが、距離が開かない内に手を捕まれて引き戻される。思いがけない反動に足元がよろけて、そのまま優弥の胸に倒れかかるようになってしまった。慌てて体勢を立て直そうとするが、伸びてきた腕に抱きしめられて身動きが取れなくなる。

「ゆ、優弥くんっ!?」

　触れ合った箇所から鼓動の音と体温が伝わってくる。この体勢だと優弥の顔は見上げられない。と、頭上で小さく笑う声が聞こえた。いつもと同じ、可愛らしい笑い声――でも明らかに普段のものとは違う雰囲気があった。

「あーよかった。もう、やっとだよ。お姉ちゃん、我慢強すぎるんだもん。こんなに色々仕掛けてたのになかなか落ちてくれないから、待ちくたびれちゃった」

「え？　あ、あの……え？」

　我慢強いだとか仕掛けていただとか、一体何のことを言っているのか。可愛らしく言うにはいささか不穏な気配の漂う言葉だ。

　背中に回った腕の力が強くなる。雨の匂いに混じって香る彼の匂いに鼓動が速まった。

「ね、ねえ優弥くん。どうしたの？　と、とりあえず離して……」

「やーだ。離れたいならちゃんと抵抗してよ。そうじゃなきゃ離してあげない」

　駄々っ子のような口調で言う優弥の胸を押して距離を取――ろうとしたが、何故かできなかった。早く離れなければと思うのに、触れ合う温もりが心地良くて力が入らない。そんなこちらの気持ちを見透かしたのか、くすくすとまた笑われてしまった。

「ねえ、正直に言って。俺にこういうことされるのって嫌？」

「え……そ、その……嫌、とかそういう問題じゃなくて、私たち姉弟だし……」

「姉弟だからって別に抱きついたりしちゃだめなんて法律ないでしょ？　それに、俺が聞いてるのは嫌か嫌じゃないかなの。ねえ、どっち？」

「あ、う……い、嫌ではない、けど……」

　むしろ嬉しい、なんて言ったら変に思われてしまう。義理とはいえ弟になった相手、しかも可愛い年下の男の子に不埒な視線を向けていることがばれたら、申し訳なくてそれこそ一生顔を合わせられない。だが、歯切れの悪い美里の返答に、優弥の声に喜色が混じった。

「本当？　じゃあ、その先のこともしていい？」

「え？　その先って……」

　言葉の途中で顎を捉えられ、上を向かされる。尋ねるより前に近づいてきた唇が自分のそれに触れた。唇の重なる感触に瞳を見開く。

「んっ、んぅ……っ!?」

　身じろいでも、抱きしめられている力が強くて動けない。唇が重なっていた時間は恐らく数秒程度だったが、驚きと混乱でその数倍長く感じられた。

「な、なん……っ」

「こういうこと、だよ。それからもっと他のことも」

「っ！　ゆ、優弥くんっ!?」

　背中に回っていた手が、いつの間にかカットソーの隙間から服の中に入った。腰から背中を上るように指先で素肌を軽くなぞられて、ぞわりと肌が粟立つ。

「やっ、くすぐった……ひゃあっ！」

　指の温度の低さのせいだけではない震えが走って、小さく肩が跳ねる。そんな美里の反応を楽しむかのように、優弥の手が今度は手のひらで脇腹のラインを撫でた。

（な、何これ。どういうこと？　姉弟のじゃれあい……ってことじゃないよね？　だってさっきの、間違いなくキスだった。それに今のこれって……どうして優弥くん、こんな……っ！）

　動揺が激しすぎて上手く思考が回ってくれない。そうしている間にも、素肌の上を手が滑っていく。その触れ方はどこか誘惑めいたものがあって、ただ触れているだけとは到底思えなかった。

「ねえ、だめだよ。全然抵抗しないんじゃ、してもいいんだなーって思っちゃうじゃん。まあ、それならそれで俺はいいんだけどさ。だってずっとこうやって美里に触りたかったんだもん」

「え、えっ!?」

　優弥に名前で呼ばれたのは初めてだ。だが、優弥は名前のことよりもその後ろの言葉に驚いたのかと思ったようで、視線を向けた美里ににっこりと瞳を細めた。

「うん、そう。ずーっと考えてたんだ。父さんたちが再婚してからじゃないよ？　その前、父さんに美里のこと教えてもらってからずっとだよ」

　朗らかな口調で優弥が言うには、父から美里のことを聞いたのは二年ほど前のことらしい。家の掃除中に押入の中で古い雑誌を見つけて、その中に写っていた小学生のモデル――かつての美里を見たのだそうだ。父に話を聞いてみれば、そのモデルは以前父の担当していた相手だという。

「引退した後も年賀状のやりとりとかで時々連絡を取り合っているって聞いて、今の写真も見せてもらったんだ。それで、一目惚れしちゃった。しかも住んでる所が結構近くだなんて、運命かなって」

「えっ、あ……え……」

　突然の告白に頭が付いていかない。真っ赤になりながら固まってしまった美里に、優弥は言葉を続ける。

「だから、傍にいられるようにするにはどうしたらいいかなーって考えて、どうせなら父さんと美里の母さんが結婚しちゃえばいいんじゃないかなって！　そうすれば家族になるから、他の男が近づけないくらい本当にすぐ近くにいられるでしょ？　それに、義理の姉弟なら結婚もできるって聞いたし！　で、それとなく父さんたちがばったり会うようにタイミング作ったりして、晴れてふたりは再婚しましたってわけ」

「……」

　完全に思考停止だ。ぽんぽんと飛び出す爆弾発言は色々と衝撃的すぎて頭をすり抜けてしまう。

「あ、でも誤解しないでね。確かに色々画策したけど、俺はあのストーカー野郎みたいなのとは違うからね。だって俺のは本当に素直な純愛だもん。セーフだよね？」

（セーフ……なの、かなあ）

　もうよく分からない。曖昧に頷いた美里に、優弥は距離を詰めると顔を耳元に近づける。

「それにさ、美里も俺のこと好きになってくれたんだから、結果良かったよね？」

「っ!?　えっ、な、なんでそれ……っ！」

「あは、気付かないわけないじゃない。知ってるよ？　美里が俺に欲情してたの。俺が触るとどきどきして、いつもすごく可愛かった」

「や、違、欲情なんて、そんな……っ！」

「でも、思ったでしょ？　だからさっき触ってきたんじゃないの？　美里って本当に理性強いから、いつ来てくれるんだろうって待ちくたびれちゃったよ」

　無邪気に笑う優弥を呆然と見つめる。彼は本当に、いつもの優弥と同一人物なのだろうか。〝天使のように可愛らしい理想の弟〟のはずの彼が、自分の唇を奪い素肌に触れている。その信じられないほどのギャップにショックを受けたが、それ以上にショックなのは、それに対して自分が思ったよりも傷ついていないことだ。驚いてはいるし混乱だってもちろんしているが――不思議と嫌悪感はなかった。普段よりも更に鼓動の速さが増して、触れ合っている箇所を熱く感じる。一目惚れだと言われて、心の奥でじわじわと気恥ずかしい喜びが湧き上がってきているのが分かる。

「だから、さっきは嬉しかったんだよ。ねえ……いいよね？」

「いいって何が……きゃあっ」

　一旦止まっていた手のひらがするりと背中を撫で、ブラジャーのホックに触れるとぷつんと外してしまった。途端に支えをなくして心許なくなった胸を慌てて両手で隠す。その隙を付いて、優弥の体が美里を抱いたままくるりと反転した。背中に手を回されたまま仰向けに倒されて、足下がよろける。気が付けば背中にソファのクッションの感覚があり、見上げた視線の先には見慣れたリビングの天井とこちらを見て微笑む優弥の顔があった。

「今日は父さん帰ってこないし、母さんも日付が変わるまで帰ってこないんでしょ。だったらチャンスだよね」

　にこやかに言いながら、服の中の手が前に回る。腹部を撫で、一瞬力の抜けてしまっていた美里の手の押さえの下から、手のひらが直接乳房に触れた。慌てて力を入れて動きを阻止しようとしたが遅かった。しっかりと乳房を捉えた手のひらは、全体を包みこむように膨らみに触れ指先で柔らかいそこを揉んだ。服越しに、自分の手の下で彼の指が動いているのを感じる。

「やっ！　優弥くん、やめ……っ！」

「やめないよ？　だって、美里抵抗してないんだもん。本当に嫌なら俺のこと殴ったって止めるでしょ？」

「っそれは……っ！」

　図星を指されて顔が赤らむ。確かに――嫌かと問われれば……嫌、ではない。恥ずかしいし、こんなこと絶対にいけないと思っているのに、体は素直に彼の指を受け入れてしまっている。言葉が継げず唇を噛んだ美里に、優弥はにこりと笑んで軽いキスを落とす。

「んんっ」

「ん……っ。ね、美里はキス初めて？」

「……い、言わない……っ」

「初めてなんだ。じゃあ、さっきので二度目のキスも俺がもらったんだね。なら、こういう軽いのだけじゃなくてもっと深いのの初めてももらっておこっと」

「ん、ぁん……っ！」

　再び唇を塞がれたと思ったら、今度は唇を舌先で舐められた。濡れた舌はぬるりと合間から入り込み、歯列をなぞる。そして奥で縮こまっていたこちらの舌を見つけると絡みついた。音を立てながら唇を、そして舌を吸われて淫らな水音が耳に届く。

「は、ぁ……あん……っ」

　呼吸が苦しくなると束の間離れるが、またすぐに塞がれてしまう。角度を変え深く重ねられながら、同時に乳房を愛撫する手も止まらない。口腔で混ざり合い嚥下しきれなかった唾液が唇の端から垂れて緩慢に流れていく。そうしてどのくらい唇を交わしていたか、ようやく離れた頃には酸素不足と気持ち良さで頭の芯がぼうっと霞んでいた。垂れた唾液を舌先で舐め取り、優弥は満足そうに笑う。

「キス気持ちいいね。でも、こっちの触り心地も最高。美里って結構着やせするタイプなんだ？　おっきい」

「ひぁん……っ！」

　乳房全体を揉んでいた手が、芯を持ち始めた先端を軽く摘み上げる。すると、痺れにも似た甘い痛みが走り全身に快感が走り抜けた。自分で触れたときよりも数倍気持ち良い――こんな感覚は初めてだ。

「ここ感じるの？　敏感なんだ、もう固くなってる。こっちも……」

「あっ！　やぁっ、だ、めぇ……っ！」

　両方の乳首を摘まれて指先でくにくにと捏ねられると、抑えきれない声が漏れた。ホックの外されたブラジャーは押し上げられ、直接布地に乳房が触れている。薄いカットソーでは勃ち上がった乳首は隠せず、ぷくりと膨らんだ小粒なそれの形がはっきりと分かった。

　優弥の手が鎖骨の方へ滑り、それに合わせてカットソーの裾もめくり上がる。露わになった胸は薄赤く色づいていて、外気に触れてふるりと揺れた。再び触れた優弥の指が、円やかな膨らみを揉みしだく。彼の手の中で柔らかなそれが素直に形を変えていくのを、美里は羞恥に涙を滲ませながら認める。

　止めなければいけない。このままでいいはずがないのに、理性よりも本能が勝っている。密かに心で育っていた恋心は今や隠れようともせず現れていて、その相手から与えられる快楽に心まで溶けてしまいそうだった。

　美里が抵抗できないでいるのを見透かしているのか、優弥はにこりと満足げに微笑むと手で愛撫していた乳房の片方に唇を寄せた。そのまま、先端を舌先で舐ると口内に含んでいく。

「い、やぁ……あっ、はぁ……んんっ」

　尖った乳首を強弱をつけながら吸われたり潰されたりすると、そのたびに痺れるような快感が背中に走る。こんなに可愛らしい外見の、天使のようだと思っていた弟がはたしてどこでこんなテクニックを覚えたのか。そんなことを考えてしまうほど、優弥の舌遣いは巧みだった。キスと胸の愛撫だけでこんなに息が上がってしまうほど感じてしまうのは、美里の体が敏感だとかそれだけの理由ではないと思う。

「やっ、優弥く……っ！　やだっ、ぁ……あぁん……っ！」

「嫌なの？　でもすごく気持ちよさそうだよ。声も、顔も……ねえ美里、今自分がどれだけえっちな顔してるか分かってないでしょ」

「そ、んな顔……してない……っ」

「してるよ。全然やめてほしそうな顔じゃないもん。こんなに感じやすいってことは……もしかして、いつも触ってた？」

「え……っ！」

　図星を指されて、一瞬言葉に詰まる。慌てて我に返り首を振ったが、優弥は顔を上げ小さく笑うと言葉を続けた。

「本当に？　じゃあ自分でしてるときにこっちは触らなかったの？」

「っ！　じ、自分で、って……！」

「してたでしょ？　時々夜にさ。美里のベッドって俺の部屋の壁側にあるじゃない。だから、頑張って抑えてても聞こえちゃうときあるんだよね」

「……！」

　知られてしまっていた。熱くなっていた顔が一気に青ざめる。否定やごまかしをするということすら頭に上らず、うろたえながらまぶたを伏せる。

「ねえ、あのとき誰のこと考えながらしてたの？　教えて」

「……めん、なさ……」

「謝るってことは、やっぱり俺のことだったんだ」

　くすりと笑われ、益々血の気が引いていく。だが、嫌悪されるかとぎゅっと目を瞑り体を震わせた美里の頭を、伸びてきた手が優しく撫でた。そしてまぶたを上げた美里の目の前で、一旦放置していた乳首に再び舌先が触れた。わざとこちらに見せつけるように舐められて、青ざめていた頬にまた熱が上る。

「や……っ」

「別に謝らなくていいのに。好きな相手が自分のこと考えながらひとりえっちしてるのって、俺は興奮するし。それに、俺もしてたからお互い様だしね」

「……っ！」

　あっけらかんと言われてしまったが、そうも宣言されるとなんだか恥ずかしい。

（っていうことは……優弥くんのスキンシップって時々結構過剰だなあって思うことはあったけど、あれって天然じゃなくてわざと……？）

　今更ながら気付いて、益々天使像から外れていく義弟の姿に唖然とする。それでも――嫌うどころか更に惹かれてしまっている。その事実がいちばん美里を驚かせた。

　思わず言葉を失ってしまった美里に、優弥は悪戯っぽい笑みを向ける。そして体を起こすと美里の耳朶を柔らかく食んだ。舌先が耳の輪郭を撫で、くちゅりと上がる水音に吐息が漏れる。

　耳朶を愛撫しながらも手は休むことなく乳房を弄んでいて、体内で大きくなる疼きに美里は弱々しく首を左右に振った。

「あっ、や……優弥、くん。だめ……いやぁ……っ」

　我ながら、なんて説得力がないのだろうと情けなくなる。こんなに甘い声で言ってしまっては、誘っていると思われても仕方ない。優弥もやはり同じように受け取ったようで、くすくすと愉しそうな笑い声が耳元で聞こえた。

「ああそっか、やだってこっちだけじゃやだってことか。もっと他のところも触ってほしいってこと？」

「そうじゃな……っ！　いやっ、待ってそこは……っぁあ、だめぇ……っ！」

　するりと肌を滑って下りた手が、めくれたスカートの裾を縫って太股に触れた。そのまま足の付け根へと向かった指は、やがて目的の場所へ到達し下着の上から秘所を柔らかく撫でた。溝をなぞるように上下に軽く動いた指の腹で一際敏感な花芯を探り当てられ刺激を与えられると、びくりと体が震えてしまう。

（お腹の辺り、熱い……っ！　奥の方がもやもやって疼いて……苦しい……っ）

　触れられている箇所よりももっと奥に、きゅんと切ない疼きが灯る。同時にじんわりと蜜が溢れ出してきて下着を濡らしていく。その反応はもちろん優弥にも伝わって、視線が合うと彼がにやりと笑うのが分かった。美里の知らない〝男〟の笑みだ。

「ここも触ってほしかったんだよね。ほら、気持ちいいんでしょ？　段々濡れてきてるよ」

「あっあ……や、違……や、ぁん……っ」

「素直じゃないなあ。ねえ、ここは自分で触ったりとかってするの？」

　無邪気な声音でそんな大胆なことを問われて、勢いよく首を左右に振る。真っ赤な顔で必死に否定すると、信じているのかいないのか「ふうん」とだけ返事が返ってきた。

「しないんだ。じゃあ元々敏感なのかな。――ねえ、ひとりでするときって俺にどんなことされてるのを想像しながらしてたの？　こうやって、いろんなところいっぱい舐められたり噛まれたりしたりするの考えながらえっちなことするの？」

「っ！　そ、そんなの……っ」

　まったく考えたことがない、とは言い切れなかった。できるかぎり具体的なところまでは考えないようにしていたし、もちろんこんな状態までを想像したことはなかった。だが、そこまではいかないまでも自分の指の動きを優弥のものだと想像しながらしたことはあるのだから、やましいことがないといえばそれは明らかに嘘だ。咄嗟に嘘がつけず口ごもってしまった美里に、優弥は秘所を愛撫する力を少しずつ強めながら瞳を細めた。

「口ごもるってことは、もしかしてもっとすごいこと考えちゃってたりする？　なんだ、美里って思ってたよりずっとえっちなんだね。それなら回りくどい真似しないでもっと早く迫れば良かった」

「んん、は……っ、ぁ、あっ!?　ま、待って優弥くん、いやっ、直接はだめっ！」

　ふと気が付けば、下着越しだった愛撫がいつの間にか下着の裾から内側へと潜り込んでいた。薄い茂みを掻き分け花芯をこすられると、先ほどよりも強い快感と疼きが全身に伝わった。指が動くたびにくちゅくちゅと濡れた水音が上がる。やがて、滑る蜜液が湧き出る蜜壷の入り口に指が触れた。周囲を確かめるようにぐるりと動いてから、ゆっくり先端が中に埋められる。

「ひっぁ、あん……っ」

　初めて異物を受け入れたそこは狭くきつかったが、蜜液の滑りのためかそこまでの痛みはなく少しずつ指を中に飲み込んでいく。だがやはり異物感はあって、嫌悪とも快感ともつかないぞわぞわとした奇妙な震えが肌を粟立たせた。

「すごく熱い。美里のここ、きゅうきゅう狭くて気持ち良いね。中に挿れたら、どんなに悦いんだろうなあ」

　根本まで入り込んだ指をゆっくり抜き差ししながらうっとりとした口調でひとり呟く優弥の言葉を、信じられない思いで聞く。

（挿れるって、挿れるって……っ！）

　いくら友人たちから「鈍い」だの「恋愛事に疎い」だのと言われている美里でももう二十一歳だ、その意味くらいは分かる。だがそれを目の前の彼がこれからしようとしているとは、こんな状況にあってもやはり信じられなかった。

（だって優弥くんは義理とはいえ弟でっ！　それにここはお母さんたちも一緒に住んでる家で、そんなところで……っ）

　いつもは家族の団らんの場である、リビングのこのソファ。そんな場所で、今自分は弟とこんないけない行為をしている。そのまずさに冷や汗が流れたが、不思議とそれと同時に興奮が増した。いけないことをしている罪の意識が、より体を火照らせ敏感にしていった。

　蜜壷の中の指は膣壁をこすり上げたり軽く中で折り曲がったりして内側を刺激してくる。時折特に感じる箇所へ偶然指が触れたりするとたまらなかった。自分の意志とは関係なく腰が浮き上がって、まるで指をもっと奥へと誘うように中がうねる。

　更に一本指を増やされても、もう異物感はなくなっていた。それを打ち消すほどの快感に蜜が溢れて、指で入り口を広げられると零れた雫が肌を伝う。狭かったそこが少しずつ広がりに馴染んでいっているのが自分でも分かる。――と、内部で動いていた指が突然引き抜かれ、疼きが中に置いてきぼりになった。涙で潤んだ目で優弥を見ると、近づいてきた唇が額に軽いキスを落とす。

「そんな泣きそうな顔しなくても大丈夫だよ。ちょっと待ってね、準備したらすぐに続きしてあげる。さすがにこのまましちゃったらまずいもんね？」

「あっ……」

　言いながら優弥の手が腰のポケットに伸びる。そして取り出したものの正体を認めて、美里は小さく息を飲んだ。顔を赤らめ視線を逸らした美里に、優弥は四角い小さな包みを軽く咥えて見せつけるように指で封を開いていく。

「どっ、どうしてそんなもの制服のズボンに入ってるの……っ！」

「そりゃあ、いつチャンスがあるか分からないから。そういうときに〝これがないからできません〟じゃもったいなさすぎるもん。現に、今こうして役立ったでしょ？」

（そういうものなの!?　高校生の男の子ってこういうのを常に持ってるのが普通なの!?）

　優弥と〝それ〟が似合わなすぎて混乱してしまう。だが動揺している間にも優弥はベルトを外し中から昂りを取り出すと手慣れた様子でその中身を取り付けていく。昂りは既に固く勃ち上がっていて、取り付けるのに苦労はなさそうだった。――それはそうと、妙に手慣れすぎているのがいささか気になる。

「オッケーかな。お待たせ美里」

「オッケーじゃないよ！　……あ、あの、優弥くん。その……こういうのってもしかして結構経験あったりする、の……？」

　そんなことを尋ねている場合ではないのだが、混乱しているせいかおかしなところが妙に気にかかってしまった。小さな声での美里の問いかけに、優弥は一瞬きょとんとした様子で首を傾げた後、ある種不自然なほどに無邪気な笑顔を浮かべた。それはまさしくこれまで信じていた天使のような彼の表情で、一瞬この現状が全て夢なのではないかと思ってしまう。

「そんな、経験なんて全然ないよ。今だってすごく緊張してるし」

「そ、そう？　でも、なんだかすごく余裕がありそうに見え……んっ」

　言葉の途中で唇を塞がれて、舌を絡め取られると頭の芯が痺れた。気になっていたことなど全部どこかに消えて流れてしまう。

「ん……は、ぁ……っ」

「余裕なんてないよ。ねえ、そんなことよりさ。続き……してもいいよね？」

　耳元で甘い声が囁く。少し掠れたそれは確かに優弥の声であるのに、ぞくりと震えが走るほど艶やかだ。

　だめだという言葉が口に出せず、ただ眉尻を下げて瞳を潤ませた美里にもう一度軽いキスを落として、優弥が美里の足を抱え上げる。両足を彼の肩に掛けられてしまうと、蜜で濡れそぼった蕾が明るい光の下に晒されてしまう。

　室内は静かで、聞こえるのはお互いの荒い息遣いと外から聞こえる雨音だけだ。見上げた優弥の表情はこれまで美里が見ていた〝可愛い弟〟のそれではなく、静かな瞳に激しい情欲の炎を湛えた〝男〟のものだった。身も心も全てを食べ尽くされてしまいそうで怖いのに――同時に完全に惹き付けられている自分を感じる。と、蜜で滑る蕾の入り口に昂りの固い先端がぴたりと押し当てられた。

「あ……っ」

　すぐに入り込もうとはせずくすぐるように入り口をノックするもどかしい動作に、思わず小さく声が漏れる。

（どうしよう。このままじゃ本当に、私優弥くんと……）

「一応言っておくけど、俺やめる気ないよ？」

　こちらの気持ちを見透かしたように言われて、びくんと体が震えた。少し怯えを含んだ美里の瞳に、優弥の視線がまっすぐに重なる。

「ずっと美里のこと欲しかったんだもん。俺だけのものになってほしくて、美里も俺のこと好きになってくれるようにずっと待って。だから、やめない」

　こちらの意見などまるで聞くつもりのない強い言葉。なんとも自分勝手な言葉のはずなのに、心が捕らえられて逆らえない。息を詰めてこくりと唾液を飲み込むと、それを合図のように昂りがゆっくりと中に埋まっていった。

「ひっ、ん、あ……っ！」

　思ったよりも大きな存在に、初めて異性を受け入れる狭い入り口が押し広げられる。痛みはあったが、滑る蜜壷は彼を中へ中へと誘い込むように動いていく。ゆっくりと時間をかけて慣らしながら進められるそれに、額に汗を滲ませながらも少しずつ美里は痛みだけではない新たな感覚を覚え始めていた。

（あ……優弥くんのが、入ってきてる……。中、熱くて……当たってるところがじんじん痺れて……）

　今、自分は本当に弟と繋がってしまっているのだ。両親にどんな顔で会えばいいのかを考えて泣きたくなったが、昂りがずぷりと根本まで埋められると、甘苦しい感覚に頭が支配されてそんな心配は飛んでしまった。

「あ……あぁ……っ」

「入った、ね。すごい、想像してたよりもずっと美里の中気持ちいい……。挿れただけで結構やばいくらい。でも、すぐイっちゃったらもったいないから……動いても平気？　痛かったら言ってね」

「えっ……はっ、んあぁっ！」

　一度半分ほどまで引き抜かれた昂りを一気に突き入れられて、中をこすられる感覚と奥を抉られる刺激に瞬間目の前に光が飛んだ。先ほど指で中を掻き混ぜられたときとはまるで違う、圧倒的な快感。初めてなのに痛みよりも快楽の方が勝って、痺れが全身に伝播する。

「痛……くはなさそうだね。美里も気持ちいいんだ？」

「そ、ん……っあ、はぁ……っ」

「図星、でしょ？　そっか、美里はこの中も敏感でえっちなんだね。じゃあ……もっと動いても大丈夫かな」

「あっ、待って、だめっ……そんないきなり動いたら、ぁ……っ！」

　突然激しくなった抽挿に、先ほどまではそれでもまだ遠慮していてくれていたのだと悟る。深く昂りを穿たれると新たな蜜が中から溢れて、繋がった箇所から淫らな水音が響く。その音の興奮が内部にも伝わってしまうのか、締め付け絡みつく内部で昂りがまた勢いを増すのが分かった。

「っん、すっご……」

「あっ、あっあ、やぁん……っ！」

　腰を抱え揺さぶられて、襲いかかる快感になす術なく喘ぎを零す。無意識に背中が反り返り、突き出された胸が抽挿に合わせてまるで触って欲しいとねだるように揺れている。それに気付いた優弥の手が、片方腰から離れて乳房を掴んだ。強く揉みしだかれて高い声が漏れる。
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　楔を打ち込まれた腰は彼の支えがなくてもしっかりと昂りに絡みつき、動きに合わせて自然と揺れていた。それを確認し今度は両方の乳房を手のひらで包まれて円を描くように動かされる。蜜壷を穿ちながら乳房を、そして固く尖った乳首を刺激され、上下から来る快感に体が震えた。

「あんっ、や、両方しちゃやぁ……っ！　だめ、だめっ、変、変になっちゃう、からぁ……っ！」

「あはっ、初めてなのに、本当に美里ってえっちなんだ。でも、いいよ。すっごく可愛い。変になっていいよ、もっともーっと気持ちよくしてあげるから、いっぱい感じて？」

「ひぁっ、あ、あぁんっ！」

　片方の乳首をぱくりと口内に含まれて舌先で転がされる。離れた方の手は秘所に滑り込むと、抽挿を繰り返している蜜壷の上で尖っている花芯に触れた。一際敏感なそこを指の腹でこすられて、肩に抱えられた足がびくびくと震える。

　ばらばらの場所に与えられるそれぞれの快感が、体の奥でまとまって一層快楽を強くする。体内に灯った炎は煽られてその大きさを増し、今にも爆発しそうだった。

「やっ、優弥くん、だめっ！　私、もう……っ何か来る、来ちゃうぅ……っ！」

「んっ……いいよ、イって。まだ何回でもイかせてあげる。夜まではたーっぷり時間があるんだもん。一緒にいっぱい気持ち良くなろ。じゃあ、とりあえず一回。手伝ってあげる、ね……っ」

「ああぁ……っ！」

　愉しげな声が小さく笑ったかと思うと、更に抽挿の激しさが増した。膣壁をこすり上げる昂りの先端は、美里の感じるポイントを特に重点的に狙って幾度もそこを突いてくる。自分自身の体なのに、優弥の方がよほど深く的確に知っているようだ。

　体内の炎が膨れ上がる。もう自分では制御しようのないそれはあっという間に美里から全ての理性を奪った。与えられる快感に悦びで全身を震わせながら、快楽だけを追う。そして、次の瞬間。目の前が白く染まる感覚と共に、一際高い声が上がった。

「あっ、もう、あ、あああぁ……っ！」

　びくびくっと体がしなり、蜜壷が収縮する。ほぼ同時に、中で優弥の昂りからも熱い雫が迸った。大きく脈動しながら全てを内部に吐き出す動きを感じながら、美里も収まらない快感の残滓に荒い息をついて呆然と天井を見上げる。

　ぐったりと力の抜けた体は気だるく、ソファに沈み込んでしまいそうだ。だが、恐らく同じ疲労感を感じているであろう優弥は昂りを抜かないまま穏やかな笑みで美里の頭を撫でた。

「気持ち良かったね、俺もいっぱい出ちゃった」

「あ、う……い、言わないで……」

　最中は夢中だったが、こうして理性が戻ってくると一気に恥ずかしさと気まずさが押し寄せてくる。顔を赤らめ、視線を逸らして身を起こそうとした美里の肩を、何故か優弥はそのままソファに押しとどめた。

「優弥くん？」

「まだだーめ」

「だめって、え、えっ？」

　問い直そうとして、内部の変化にびくりと体を跳ねさせる。一旦落ち着いたはずの優弥の昂りが――自分の気のせいでなければ――再び勢いを取り戻し始めている。

「えっ、あのっ、優弥くん!?」

「言ったでしょ、夜まではたっぷり時間があるって。実はね、こんなこともあるかと思ってストックしておいたのって一個だけじゃないんだ。まだポケットに入ってるからこのままできるよ。足りなくなったら部屋にもあるし。だから、ね？　美里」

　何が〝だから〟なのか聞くのが怖い。見つめた視線の先の笑顔は、にっこりととても嬉しそうだ。

「今日は夜までふたりきりなんだよね。えっちな美里が満足してくれるまで、いーっぱいしてあげる。ふたりでたくさん気持ちいいことしようね」

「待っ、優弥く、あっ……んんっ！」

　叫びかけた言葉はキスで遮られてしまう。再び訪れた快楽の波に、美里は抵抗もできないまま飲み込まれていった。
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「買い物くらいひとりでも大丈夫なのに」

　日曜の午後。人通りの多い繁華街を歩きながら、美里は隣を歩く優弥に視線を向けた。彼の手には先ほど美里が洋服を買った店の袋がある。自分で持つと言ったのだが、意見は聞き入れられず持ってもらうことになってしまっていた。

「せっかくのお休みなんだし、優弥くんもお友達と出掛けたかったんじゃない？　私に付き合わなくても……」

「何言ってるの。美里ねえ、自分の立場分かってるの？　気持ち悪いストーカーに狙われてるんだよ？　そんな無防備でどうするのさ」

　呆れ声で言われてぐうの音も出ない。確かにその通りだ。いくらまだ今の住所はばれていないとはいえ、もしこうして出掛けた先で相手に出くわして後でも付けられてしまっては大変だ。――それはそうと、二週間前のあの日以降すっかり名前で呼ばれることが当たり前になってしまって、未だにどきどきしてしまう。両親のいる前では前と同じく〝お姉ちゃん〟だが、こうしてふたりでいるときはいつも名前で呼んでくる。

（――そう、もう二週間も経ったんだ。優弥くんと〝あんなこと〟しちゃって……）

　不意に思い出してしまってかあっと頬が赤く染まった。慌てて首を振り熱を散らした美里の耳元に、優弥の唇が近づく。

「急にどうしたの。何かやらしいことでも考えちゃった？」

「っ！　そ、そんなこと考えてませんっ！」

「そうかなあ。美里はえっちだからなあ」

「ち、違うもんっ！　もう、優弥くんのばかっ！」

「ふふっ。ごめんね、可愛くてついからかっちゃった。ね、機嫌直して」

　これではどちらが年上か分からない。頬を膨らませた美里の手に、するりと優弥の手が触れる。そのまま指を絡めながら繋がれて鼓動が跳ねた。

「ゆ、優弥くん！　この繋ぎ方、恥ずかしいよ……」

「どうして？　別にいいじゃない。外なら別に俺たちが姉弟なんて分からないし、別に姉弟だからってこういう繋ぎ方しちゃ悪いなんてことないんだし。それに、こんなのよりもっと恥ずかしいこといっぱいしちゃってるのに、今更？」

　笑み混じりに小声で囁かれて、耳まで熱くなる。確かに――この二週間、もう何度も彼とは体を重ねている。手を繋ぐどころか体の隅々まで触れられて、美里の感じる部分はもう優弥に知り尽くされていると言っても過言ではない。あんなことをしてはいけない、もうやめようと何度も決意しているのに、甘えてくる優弥にその都度絆されて結局ずるずると関係を続けてしまっていた。もちろん、両親に話せるはずもない。いつも両親のいないときを狙って――いるときは声を潜め、同じ家の中でふたりだけの秘密を共有している。

「今日は母さん休みだから家にいるんだよね……。ってなるとさすがに帰ってすぐにはできないかあ。今日もしたいんだけどなあ」

「だ、だめだよ。外でそういうこと言わないで……」

「でも、美里だってしたいでしょ？　昨夜だってあんなに〝もっとして〟っておねだりしてたじゃない」

「……」

　穴があったら入りたい。うっすらと、確かに記憶に残っている淫らな自分の言葉を思い出して真っ赤な顔を俯かせる。その反応を楽しむように優弥が繋いだ手にぎゅっと力を込めたところで、ふと背後からカメラのシャッターを切る音が聞こえてきた。

「!?」

　驚いて振り向くと、そこにカメラを構えた青年が立っていた。美里と同じくらいの年齢だろう。ストーカーのことを思い出し一気に顔を青ざめさせた美里に、彼は慌てた様子でカメラを下ろした。

「あっ、す、すみません。急に撮ったりして！　そこまで怯えさせちゃうと思わなくて……本当にすみません！」

「あ、あの……」

「……あなた、誰ですか？」

　声が震えて上手く言葉が出ない美里に代わり、優弥が不機嫌な声で問う。すると相手は左腕に掛けていた腕章をふたりに向け、深く頭を下げた。

「俺、奥田って言います。実は今学祭で展示する用の写真を撮っていて。さっきすごくいい感じの風景だったので、つい声を掛けずに撮っちゃって……本当にすみませんでした」

　見れば、確かに腕章には大きく大学名と〝写真部〟という文字が印字されている。その大学名には見覚えがあった。

「あ、そこの大学の写真部って、確かうちの学校の写真部と交流してる……」

「えっ、もしかしてＨ女子大学の方ですか？」

　奥田の言葉にこくりと頷く。他大学と交流があり時折合同で写真展を開催したり撮影会をしたりしているということは、写真部に在籍している友人から聞いたことがあった。それを伝え少し怯えの色を緩ませた美里に、奥田もほっとした様子で微笑みを浮かべた。

「そっか。じゃあ、多分お友達とは知り合いだ。Ｈ女子大学の写真部の人ってあまり人数多くないから」

「あの、写真部の人だっていうのは分かりましたけど、勝手に写真撮るのはやっぱりちょっとないんじゃないですか？」

　隣で、優弥の厳しい声が上がる。美里を守るように一歩前へ出て奥田を睨みつけている。奥田は恐縮した様子でもう一度「すみません」と頭を下げた。

「一応顔は写らないようにして撮ったんですけど……これなんですけど、やっぱりだめですかね？」

　言いながら見せられた写真は、雑踏をバックにふたりの繋がれた手が大きく撮影されたものだった。他の写真を見せてもらったが、どうやらこれ以外はないらしい。確かに、これなら被写体が誰かも分からないだろう。

「恋人同士の仲の良い感じが伝わってきてすごく良いなって思ったんですけど……やっぱり使ったらまずいですか？　それだったら、今すぐ消します」

「えっ、あの、恋人って……」

「まあこれなら顔は見えないし、大丈夫かなあ。俺は別に構わないけど、美里はどう？」

「えっ、優弥くん？」

　先ほどまであれほど厳しい声だったのに、突然柔和になった優弥の様子に驚いて彼を見れば、もう怒ってはいないようだった。どうやら、〝恋人同士〟という言葉が満更でもなかったらしい。

「え……と。私も……この写真なら構わない、です」

「ありがとう！　よかったー。あ、でももし展示させてもらう場合は一応もう一度許可取りますね。これ、俺の名刺です。いきなり初対面で連絡先教えてくださいっていうのはやっぱり抵抗あるだろうし、あとで俺の方からＨ女子大のメンバーの人に連絡取ります。申し訳ないですけど、学年と名字だけ教えてもらっていいですか？」

「あ、はい、分かりました。三年の藤崎です。友人が写真部にいるので、その子に言ってもらえれば分かるかと思います」

　友人の名前を告げると、奥田はそれも一緒にメモして頷く。

「了解です。ありがとうございました！」

　人の良い笑顔で何度も頭を下げながら、奥田は雑踏に消えていった。それを見送って、ふたりも歩き出す。

「びっくりしちゃったね、いきなり撮られちゃうなんて。……優弥くん？」

「美里の彼氏に見られたのは嬉しいんだけどさ、美里はちょーっと危機感薄いよね」

「え？」

「いくら友達の知り合いだからって、名字だけとはいえすぐに名前教えるのって危ないよ」

「えっ、でも、そうじゃないと連絡取れないだろうし……。だめだったかなあ」

「まあ、連絡先言わなかっただけいいけどさ。これだから心配なんだよね。これ以上変な男が寄って来ちゃっても困るから、ちゃんと俺のものだって見せつけとかなきゃ」

　言うやいなや、素早く唇を奪われる。いくら人通りが多く周囲が注目していないとはいえ、ここは外だ。突然の行為に驚いて眉尻を上げる。

「優弥くん！　そ、そういうことは人前でしないで！」

「えー。だってしたかったんだもん。じゃあ人がいないところでならいいんだ？」

「うっ。そ、そういうことじゃ……っでも、誰にも見られないところなら、まだここよりは……」

「へえ？　……なーんだ、美里もやっぱりしたかったんじゃない」

「……っ」

　潜めた声でからかうように笑われ、言葉に詰まった。恥ずかしいけれど――したくないかと言われれば、したい気持ちはある。

　一度体を重ねてしまって以降、自分の体がどんどん淫らになっている自覚があった。そして、わがままにも欲張りにもなっていることも。

「……」

　繋いだ手に無言でぎゅう、と力を込め、物言いたげな視線を優弥に向ける。静かな欲望の滲んだその瞳から美里の言いたいことは伝わったのか、優弥の唇にうっすらと笑みが乗った。

「ふふ。さすがに外で最後まで……ってのはまずいから、キスまでね。続きは後で、家でしよ。……いい？」

「……うん」

　赤い顔を俯かせ、小さく頷く。にっこりと微笑まれて照れくささに眉尻を下げる。これでは姉の威厳などありはしない。もっとも、最初からそんなもの持てているとは自分でも思ってはいなかったが。機嫌の良くなった優弥に手を引かれ、人波の中を歩き出す。彼が向かった先は公園だった。

　休日で天気も良いとあって、のんびりと公園を歩く人がたくさんいる。こんなところでするつもりだろうかと一瞬怯んだが、優弥は慣れた様子で広場を通り過ぎ遊歩道に入っていく。木々に囲まれたそこは道の整備はしてあるものの小さな林のようになっていて、奥へ進むにつれすれ違う人もまばらになってきた。

「この公園、中学生くらいのときによく友達と来てたんだよね。たまにこっちの方にも来てみたりしたんだけど、遊べるものないしちょっと日陰になってるからあんまり人来ないんだ」

「そうなんだ……」

　確かに、広場にあった子どもたちのはしゃぐ声や人々の話し声もここでは聞こえない。静かな空間に時折木々の葉が揺れる音が響くだけだ。重なり合った葉の隙間から落ちてくる木漏れ日が心地良い。

「さて……と。この辺りでいいかな」

　ふと優弥が足を止め振り返った。繋いだ手を引かれ、抱き寄せられる。背中と腰に回った腕の力強さに体温が上がった。

「あ……」

　彼を見上げた頬に手が添えられ、唇が重なる。数秒触れてすぐに離れたキスは、恐らくお互いが本当に求めているものとは違っていた。美里を焦らして愉しんでいるのだろう、恨めしげに見つめた優弥は素知らぬ顔で微笑んでいる。

「どうしたの？」

「どう、って……分かってるくせに！」

「んー？　なんだろ、美里は何か俺にお願いしたいことがあるの？」

「……」

　天使のような笑顔でそんなことを言うのだから意地が悪い。黙ったままじっと睨んでみたが、絶対にこちらに言わせるつもりらしい。無言の笑みで促され、顔が熱くなるのを感じた。

「……の、して……」

「何？　もっと大きい声で言ってくれなきゃ聞こえないよ」

「……っもっと、こんな軽いのじゃなくて、深いキス、して……っ」

「それってこんなの？」

「あぅ……っ」

　腰を更に強く引かれて、距離が縮まる。深い角度で重ねられた唇は、求めていたとおりのものだった。待ち切れずに差し出した舌に、優弥のそれが絡まる。――だめだ、やっぱり気持ちが良い。

（これだけで、頭の中溶けそうになる……）

　うっとりと瞳を閉じ、与えられる快感を享受する。いくら人気がないとはいえ昼間の外、しかも公園という公共の場でこんなキスに耽っているのは誰にともなく罪悪感があったが、不思議と却って興奮が増してしまった。

　しばらくキスを愉しみ、ゆっくりと唇が離れる。絡まった唾液が唇の端を濡らし、優弥の指がそれを拭う。木漏れ日の下で見るその動作は、いつも以上に淫らに見えた。

「……やっぱり、こうやってキスしちゃうと我慢できなくなるね」

　笑みと共に囁かれた言葉に美里は黙ったまま顔を赤くして俯いたが、内心では深く同意していた。既にこの先の快感も覚えてしまった体は、緩やかに体内の炎を灯し始めている。

――とはいえ、だ。いくらなんでも、さすがにここでこれ以上のことをするわけにはいかない。万が一にも誰かに見られてしまったら危険すぎる。

「だ、だめだよ。これ以上は絶対だめだからねっ？」

「えー。どうしてもだめ？」

「だめっ！」

「んー……じゃあ家に帰ってからならいい？　母さんにはばれないようにするから」

「……。い、家――なら」

「やった。じゃあ今すぐ帰ろ」

「！　ま、待って、帰ってすぐにじゃだめ！」

「えー」

　重ねての〝だめ〟に不満そうな声を上げる優弥の胸を手で押して距離を取る。これ以上くっついていると、こちらの方が意志薄弱になってしまう。

「優弥くん、受験生でしょ？　今日私の用事に付き合ってくれたのはありがたいけど、勉強もしなくちゃ。その……〝あれ〟って一回始めちゃうとやめられなくなるから……」

　強すぎる快感は麻薬のようなものだ。一度味わってしまうと忘れられなくなる。もし帰ってすぐにしてしまったりなんかしたら――自分の方が適度なところで我慢できるか分からない。

「もし優弥くんが私のせいで受験失敗しちゃったら嫌だもの」

「うー……」

　美里の心配に自覚はあるのか、受験のことを言われればさすがの優弥も言葉がないらしい。残念そうに唇を尖らしていたが、やがて諦めたようで小さく息をついた。

「……分かった」

　渋々といった様子だったが、それでも頷いてくれたことにほっと安堵する。だが、その後すぐに「じゃあ」と言葉が続いた。

「帰ったらちゃんと勉強するから、そうしたらご褒美くれる？」

「えっ？」

「そうだなあ。たとえば、問題集一ページやったらキス一回、とか」

「ええっ!?」

　それでは、結局あまり変わらないような。

「だってさ、どうせ勉強するなら楽しくやりたいし、ご褒美があった方がやる気が湧くじゃない。ね？」

「う……」

　言い分は分からないでもない。だが、一ページごとにキスをしていたのでは勉強だってあまり進まないのではないか。

「じゃ……じゃあ三ページで一回、は？」

「えー。んー……まあいっか。じゃあ十ページやったら何してくれる？」

「……っもう！　ちゃんと真面目に勉強する気がないならご褒美もなし！」

「あ、待って分かった、ごめん、ちゃんとやるから！　じゃあとりあえず三ページごとにキス一回ね？　約束」

「……うん」

　結局彼の良いように乗せられてしまった気がする。早まったかもしれない、と少し後悔したが、その頃には満足そうな優弥に手を引かれて足早に家路を急いでいた。
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　夜。久しぶりに家族揃っての夕食を終え、夫がデザートにと買ってきてくれたケーキを冷蔵庫から取り出す。娘と、新しくできた息子は勉強をすると言って少し前に二階へ上がっていった。

（年頃だしどうなるかと思ったけど、ふたりとも仲良くなって良かった。美里はひとりっ子だから、弟ができて嬉しいのね。優弥くんもとっても良い子だし。再婚して良かった）

　新しい夫も優しいし、幸福な毎日だ。亡くなった夫――美里の実父もきっと喜んでいることだろう。

　リビングを出て、階段の下から上階に向かって呼びかける。

「美里ー。優弥くーん。お父さんがケーキ買ってきてくれたから、皆で一緒に食べましょー」

　すると、わずかの間の後二階から応えがあった。優弥の声だ。

「ありがとー。今お姉ちゃんと勉強してるから、もう少しキリが良いところまで終わったら下りるね」

「そう？　じゃあふたりの分は一旦冷蔵庫に入れておくわね。根を詰めすぎたらだめよ」

　ふたりとも真面目な性格なのは似ているようだ。くすりと笑みを零して、夫の待つリビングへと戻っていった。
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「……ケーキだってさ。良かったね、美里。甘いもの好きだもんね」

　優弥に耳元でそう囁かれたが、返事はできなかった。美里は声が漏れないよう必死で口を手のひらで塞ぎながら、後ろからゆっくりと抽挿される昂りの刺激に耐えた。

　ここで――優弥の部屋で、昼間の約束どおり夕食前までは確かにきちんと――キスというご褒美を糧に―――勉強をしていたのだ。それが、食後再開した勉強で今度は〝難易度の高い問題に正解するごとに体を触らせる〟という妙な条件を持ち出されたせいで、いつの間にかこんなことになってしまった。そのご褒美を飲み込んでしまった自分も自分だし、途中で優弥を止めなかったのが悪いことも理解している。それでもつい優弥の悪戯な手を許してしまったのは――やはり美里自身が内心で許してしまっていたからなのだろう。

　両親が階下にいるから、いつものようにベッドではできない。万が一ベッドの軋む音が響いて疑問を持たれてしまったら大事件だからだ。それで、音があまり響かないよう勉強机にうつ伏せに上半身を預け、立ったまま背後から繋がる体勢を取ったのだが、いつもと違うその格好では内部で昂りの当たる角度や場所が変わって危うく声が漏れてしまいそうになる。抑えなければいけないと思えば思うほど感じてしまって、我慢しようと思っても抑え切れない喘ぎが出てしまう。
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「ぅ、んん……っ！　はぁっ、だ……め、優弥くん、あんまり動かな……ぁんっ！　やっ、胸、触っちゃ……あぁ……っ」

　いつもと違って、昂りはとても遅い速度で先端から根元まで突き入れられ、内壁をこすっていく。どこかもどかしい抽挿と共に胸を愛撫されて、足が震えた。洋服の上から両方の乳房を優弥の手が覆い、強く揉みしだかれている。柔らかなその感触を楽しみながら、優弥は美里のうなじに舌を這わせた。違う箇所から一気に与えられる刺激と快感に、美里は身悶えしながらそれでも必死で声を殺す。

（だめ、こんなところもしお母さんたちに見られたら……っ！　でも、このままじゃ声我慢できない……っ）

　繋がっている箇所から聞こえてくる水音は、緩やかな抽挿ながらその回数を増すごとに大きくなっている。内側から溢れてくる蜜の多さは、感じている快感の強さを如実に示していた。このままではいつ声が抑えきれずに溢れてしまうか分からない。

「気持ちいい？　美里はケーキよりもこっちの方が好きなのかな。きゅうきゅう締め付けて全然離そうとしないもんね」

「んん……っゆ、うやくん……っだめ、聞こえちゃ……っ！」

「声抑えられない？」

　掠れた声の問いかけにこくこくと何度も頷けば、抽挿が一旦止まった。このままやめてくれるのだろうか――と一瞬安堵したが、優弥は胸を愛撫していた手を外し美里の手を取ると口元から離した。口を塞ぐものがなくなった代わりに、優弥の指が美里の口内に入り込む。

「んんっ!?」

「じゃあ俺がこうしていてあげる。これなら大きい声は出ないでしょ？」

「んは……っ待、待って、これ……んあぁっ！」

　言葉の途中で、再び抽挿が開始された。蜜壷を奥まで抉られながら、狭い口腔も指で犯される。確かに声はくぐもったものしか出ないから階下には聞こえないだろうが、口を閉じられなくなったせいで嚥下しきれない唾液が優弥の指に伝っていってしまう。

（こ、んなの……っ恥ずかしすぎる……っ！）

「こっちも、これだけじゃ物足りないよね。美里って、意外とひどくされるの好きだからなぁ」

「んん……っ!?」

　片方の手で器用にボタンが外され、はだけた合間から入り込んできた手が直接素肌に触れた。洋服の上からの愛撫にもどかしさを感じていた胸が、ブラジャーの中に差し込まれた指に乳首を摘ままれて意識よりも先に本能が悦びを示してしまう。そのまま指で捏ね回されると、鈍く痛みすら覚えるほど感じてしまった。勃ち上がった乳首に触れられるだけでびりりと甘い痺れが直に腰に響く。

「んぅっ、ふあ、ああぅ……っ！」

「っは……。美里、気持ちいいんだ。美里の中、俺のにすっごく絡みついて締め付けてくる……。ほら、腰動いちゃってるの自分で分かる？」

「んん……っ！」

　奥を抉られて、目の前に光が飛ぶ。指摘されたとおり、先ほどから彼の動きに合わせるようにずっと腰が揺れてしまっていた。恥ずかしいのに、もう理性では止められないほどに体が快感を求めている。

（あ、ぁ……っ。も、っと。もっといっぱいしてほしい……っ！）

　ぼうっと霞む頭にそんなことばかりが浮かんで心を支配する。だが、そんな美里の願いとは裏腹にふと優弥の動きが弱くなった。先ほどよりも更に緩く、そして浅くなった抽挿は物足りなく、もどかしさに体が疼く。美里の困惑に気付いているのかいないのか、ふと背後で優弥の声が上がった。

「ねえ、美里。昼間のことだけどさ」

「う、ぅ……？」

　急にどうしたというのか。浅い抽挿を続けながらも優弥はそのまま言葉を続けていく。

「あいつ、なんだっけ。奥田、だっけ？　美里は、ああいう奴って好み？」

（え……っ？　いきなりどうしてそんなこと聞くんだろう）

　何か答えようにも、きちんとした声が出ない状態だから返事をしようがない。

「もらった名刺、四年って書いてあったから美里の一個上か。年……はさすがに俺にはどうにもならないけど、顔は俺の方が良かったと思うな。身長だって、今はまだちょっと足りないけど、父さんも前の母さんも高いから多分もっと伸びるし。それに、自分で言うのもなんだけどこういうことも下手な方じゃないと思うんだ。ね？」

「んんっ！」

　内部の感じるところをこすられて、びくりと背中が反り上がる。突然の問い掛けの意味が分からず困惑していたが、優弥のどこか拗ねた様子の口調からして、これはもしかして――。

（嫉妬……してる？）

　まさか。けれど、そう思うと少し可愛らしく思えた。こちらをいやらしく攻め立てる彼の、年下らしい部分を垣間見た気分だ。

「ねえ、美里。あいつと俺だったらどっちの方がいい？　もちろん俺だよね」

「ひぁっ！　あ、はぅ……っ！」

　きゅう、と乳首を引っ張られて鈍い痛みと共に甘い痺れが全身に伝播する。こくこくと何度も頷くと、満足そうな声が返ってきた。

「だよね。ま、当然か。美里も俺のこと大好きだもんね？」

　自信に満ち溢れた言葉だが、まるで否定できないのが少しだけ悔しい。だが、もどかしい動きに煽られ続ける熱のせいで快楽以外の思考など吹き飛んでしまった。

「ふ、ぁん……っ。ん、うぅ……っ」

「なあに？　何か言いたいの？」

　美里の訴えに気付いたのか、一度口内から指が引き抜かれる。新鮮な空気を大きく吸い、美里は震える声で言葉を紡いだ。

「あ、ぁ……っお、ねが……もう、だめ、早く、イかせ……」

　イかせてほしい。最後まで言い終えるより先に、優弥が小さく笑う気配があった。

「イきたいの？　先に自分からおねだりするなんて偉いね。じゃあ、希望通りイかせてあげる。美里はここの奥のところ、激しく突かれるのだーい好きだもんね。さっきまではあんまり下に響かないようにゆっくり動いてあげてたけど、やっぱりそれじゃ物足りないみたいだし。いいよ、いつもみたいに激しくしてあげる……ねっ」

「ふあぁ……っ！」

　一気に抽挿を速められて目の前が白く明滅する。意識が飛んでしまいそうなほどの快感が押し寄せて体が震えた。

「んあっ、あっ！」

　そうだ、この感覚だ。先ほどのゆっくりとした動きもそれはそれで気持ち良かったが、やはりこうして乱暴に突き入れられると快感の度合いが段違いに上がった。びくんと大きく体が震え、快楽の波が訪れる。

「も、イくっ。イっ……ん、あぁあ……っ！」

　最後、一際高い声が上がる寸前で優弥に手のひらで口を塞がれてどうにか声は抑えることができた。どくどくと内部に注がれる雫の熱さを感じながら、美里はぐったりと上半身を机に預け荒い息を吐いた。
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　それから一ヶ月後。

「あ、美里。ここだよ、写真サークルの展示会場」

　友人に案内され、美里は会場となっている教室に足を踏み入れた。内部には色々な写真が飾ってあり、それを見ている客たちも老若男女様々な人がいた。この大学の在学生だけでなく、学園祭を訪れた一般の客の入りも中々のようだ。

　奥田の在籍するこの大学の学園祭の誘いを受けたのは二週間前のことだった。今日一緒に来ている友人とは別の友人――美里の大学の写真サークルに在籍する友人を介し、あの写真の改めての使用許可を求める依頼と共に学園祭の日程連絡と誘いを受けたのだ。

　それを伝えた優弥はもちろん一緒に行きたがったが、今年受験である彼は以前からこの日に模試の予定が入っていたため何とか宥めすかして諦めさせた。……諦める代わりにと色々条件を付けられて、口に出せないようなおねだりをたくさんされてしまったのは忘れることにしよう。

（うう、思い出しちゃった……）

　慌てて俯かせた顔が一気に赤く染まる。おかしく思われないようぶんぶんと顔を左右に振って熱を散らしていると、友人は顔見知りを見つけたようで美里に一言断って彼らの元へ寄っていった。

　どうにか顔色を平常に戻した美里は、他の人たちに混じり展示写真を眺めていく。撮影する人によって随分と感じが変わるのだな、などと考えながら進んでいくと、やがて見覚えのある写真に行き当たった。奥田の撮影した、美里と優弥の写真だ。この前見せてもらったとおり繋がれた手のアップで、被写体の顔は見えない。こうして大きく現像されているのを見るのは、この前デジカメの画面で見せてもらったものとは大分印象が違って見えるものだ。写真の善し悪しに美里はそこまで目利きがあるわけではないが、この写真は中々に素敵だと思う。

「あっ、藤崎さん！　来てくれたんだ」

　背後からの呼び掛けに振り返れば、奥田が笑顔でやってくるのが見えた。ぺこりと頭を下げると、彼も同じように笑顔で頭を下げる。

「ありがとう、おかげでいい写真が撮れたよ」

「こちらこそ、今日はお誘いありがとうございました。お役に立てて良かったです」

「今日、彼氏は一緒じゃないの？」

「彼っ……ち、違います！　あの、あの子はそのっ……お、弟です！」

　優弥がこの場にいたら気を悪くしそうだが、事実は事実だ。顔を赤らめ訴えた美里に、奥田は意外そうな顔で「そうなの？」と声を上げた。

「すごく仲良さそうだったから、てっきり。ごめんごめん、弟さんと仲が良いんだね」

「あ……えと、はい」

　仲が良い――嘘はついていない。優弥のことは曖昧に誤魔化しつつ会話を続けていると、じきに友人が戻ってきた。サークル仲間らしい数名のメンバーと顧問だという年輩の男性も一緒だ。それぞれと挨拶を交わし、展示してある写真について会話を交わす。

「そうだ。奥田くん、せっかく良い写真が撮れたんだし展示が終わったら彼女にこの写真をプレゼントしてあげたらどうだい？　被写体として協力してくれたんだろう」

　顧問の男性の言葉に、奥田も頷く。

「宮川先生。そうですね、藤崎さん、もし良かったらもらってくれる？」

「えっ、いいんですか？　ありがとうございます！」

「こちらこそ、こんな良い写真撮らせてもらったからね。でも悪いんだけど、これ学園祭の他に一週間後にある他大学との合同展示会でも飾らせてもらう予定で、今日は渡せないんだよね……。結構大きいし、また来てもらって自分で持って帰ってもらうんじゃ申し訳ないから、後で藤崎さんの家に送らせてもらうよ。住所教えてもらえるかな？」

「住所ですか？　あ、えっと……」

　一瞬、ストーカーのことを思い出して躊躇する。しばし黙り込んだ美里は、少しの間を置いて口を開いた。
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「それで、教えちゃったの？」

　帰宅後、リビングで学園祭での出来事を聞いていた優弥はその話を聞くと途端に渋い顔をした。明らかに不機嫌になり始めている。

「あのさあ、美里。自分がストーカーに狙われてるってことちゃんと分かってる？　不用心だよ。危機感足りなすぎ」

「う……ご、ごめんなさい。でも、私もそこはちゃんと分かってたんだよ」

「分かっててどうして教えちゃうのさ。もしあの奥田って奴がストーカーだったら、教えた住所悪用されるかもしれないよ」

「奥田さんは大丈夫。ストーカーじゃないよ」

「なんでそんなこと言い切れるの」

　美里の確信に満ちた口調に、優弥の顔が益々苦いものになる。眉間に寄ったしわが深い。

「そんなにあいつのこと信じるなんて、何かあったの？　まさか、あいつのこと好きになったとか言うんじゃないよね」

「ええっ!?　ち、違うよ！　そうじゃなくて、奥田さん好きな人がいるの！　だから私のことなんてストーカーしたりしないよ」

「分かんないじゃん。好きな人って美里のこと言ってるのかもしれないし」

「もう、だから違うんだってば！　その好きな人って、私が今日一緒に学園祭に行った友達なの！　もう四年も前からずっと付き合ってるんだって！」

　友人にそのことを聞いたときは驚いた。住所を教えるのを躊躇した美里に、一緒にいた友人が奥田の人となりを保証してくれたのだ。なんでも、同じ高校に通っていて当時からずっと付き合っているらしい。卒業後は結婚も考えているというほど仲は良いそうだ。友人がそんなにも信頼する人ならば、教えても支障はないだろうとの判断だった。だが、美里の言葉にも優弥は疑わしげに眉を寄せたままだ。

「でも……美里を見て心変わりしたってこともあるかもしれないし……」

「もうっ！　優弥くん、私の友達の彼のこと、そこまで疑わないで！　あんまりしつこく言うと怒るからね！」

　あまりにも疑り深い優弥をつい叱りつけてしまうと、驚いた様子で優弥の瞳が見開かれた。言い過ぎてしまっただろうかと謝った美里に、優弥は少し頬を染めて首を振る。

「ううん。そうじゃなくて、美里に怒られたのってそういえば初めてだなって。……うん、これはこれで結構いいかも」

「えっ？　……もうっ！　私真剣に話してるのに！」

「あはは、ごめんごめん。でも、分かった。それじゃ〝一応〟奥田……さん、のことは信じるよ。だけど美里、注意するに越したことはないからね。もし何か変なことが起こったり異変があったりしたら、すぐに俺に言ってね。絶対だよ。黙ってたり嘘とかついたら、美里でも俺すっごく怒るからね」

「う……うん。分かった」

　真面目な顔で念を押され、その眼差しに気圧されながらこくりと頷く。美里の素直な返事に満足したのか、優弥は表情を笑顔に戻し「さてと」と言葉を続けた。

「それじゃ、この話は一旦置いといて。そろそろ約束守ってもらおうかな」

「え？　約束って……きゃあっ！」

　突然腕を引かれてソファに押し倒される。この体勢はあの雨の日――初めて体を重ねた日のことを思い出させて、途端に顔に熱が上った。

「ゆ、優弥くんっ!?」

「約束したでしょ？　今日おとなしく模試に行く代わりに、帰ってきたらまたえっちさせてくれるって」

「そ、それは……っ！」

　確かに――約束はした。今日まで様々な方法で説得をし色々な条件も飲んできたのに、土壇場の今朝になってやっぱり嫌だと駄々をこねてきたから、言うことを聞いてもらうために半ば仕方なく美里の方から言い出したことだ。だが、まさかこんなにすぐとは思っていなかった。壁掛け時計に目をやれば、まだ夕方の五時前。外は日が暮れきってはおらず明るい。そんな中、リビングでまた体を重ねるなんて……。

「あ、あのっ、でもお母さんたちが帰ってきちゃうかも……っ！」

「父さんも母さんも今日は帰ってくるの八時過ぎだって言ってたよ」

「ゆ、夕ご飯の準備しないといけないしっ！　そ、そうだお風呂の準備だって……っ！」

「俺も一緒に作るよ。ふたりで作れば早いでしょ？　お風呂も俺が洗うし。そうだ、どうせならお風呂場でしてもいいか。あそこなら声響くから美里の悦い声いっぱい聞けそう。でも、まずは一回ここでしたいな。模試受けてるときから、ずっとこのこと楽しみにしてきたんだよ？」

「そんな……あ、やっ」

　首筋に下りた唇によって、言葉は途中で喘ぎ声に変わってしまう。軽く甘噛みされた後、ちくりと鈍い痛みが走って、密やかな笑みと共に舌がそこを舐めた。

「痕付けちゃった。美里肌白いから、赤が目立って綺麗だね」

「えっ！　だ、だめだよそんなとこ、見えちゃうっ！」

「うん、だから襟付きの服着た方がいいかも。ってかここ以外にもまだいっぱい俺の痕つけるつもりだから、あんまり露出度高い格好しちゃだめだよ？　そういうのは俺の前限定ね。あ、そうだ。どうせなら今度コスプレってのもいいかもね。俺、美里に着てほしいのいっぱいあるんだー。清楚系もいいけど、ちょっとえっちなやつとかさ」

「コ、コスプレって！　そもそも、私普段から露出度高いのなんてほとんど着な――ひぁ、や、耳、やぁ……っ」

「美里って耳も弱いよね。こうやって舐めると……ん、気持ちいい？」

「は、ぁう……」

　首筋から上った耳がぱくりと耳朶を捕らえ、熱い舌先が耳をなぞる。耳に近いところでちゅくちゅくと密やかな水音が響くと、体が震えて自分の息が荒くなっていくのが分かる。

（変、そこ舐められると胸とかとはまた違う気持ち良さがあって……）

　かろうじてあった抵抗力も全て根こそぎ奪われていく気分だ。体の奥で欲望が目覚め始めて、止めなければならないという理性を、快感を望む本能が凌駕してしまう。

「や……優弥、く……やぁあ……」

「やなの？　でも、すっごくえっちな声してるよ。ねえ、耳だけで満足なんてしないでね。俺、美里のこといっぱいめちゃくちゃにしちゃいたいんだから。……ここも、早く可愛がってあげたいし」

「ひぁう……っ」

　耳を愛撫しながら、優弥の手がスカートの中へもぐりこみ下着の上から軽く秘所をつつく。既に彼の指を覚えてしまっているそこはたったそれだけで期待したようにひくついてしまうのだから、すっかり調教されてしまっている。

「あは。ほら、美里ももうその気じゃない。ねえ、いいよね？　母さんたちが帰ってくるまでにはちゃんと終わらせるから」

「あ、ん……っだ、め……ねえ、優弥くん、本当に……んんっ！」

　どうにか思いとどまらせようと言い掛けた言葉もキスで塞がれてしまう。こうなってしまえばいつもどおり流されてしまって、もう美里に抗うすべはない。するりと下着の裾から忍び込んできた指の温度に体を震わせながら、美里は体内の熱が灯るのをぼんやりと実感していた。
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　――そうして、取り立てて大きな変化のないまま二週間。相変わらず、甘え上手な優弥に流されてつい体を重ねてしまう日々は続いていたが、実際のところ自分が拒んでいないのは分かっていたから幸せすら感じてしまっていた。だから、〝あの手紙〟が最近届いていないことに気付くのも遅くなってしまった。大学から帰り、郵便受けを開いたところではっとそれを思い出したのだ。以前ならば毎日のように届いていたそれが郵便受けから姿を消し、もしかすると飽きてくれたのだろうかと安堵する。美里の期待を肯定するかのように、あの手紙はぴたりと止まったままだった。――けれど、時折。

「……？」

　帰宅途中、夕食の買い物をする人たちで混み合う商店街を歩いていると、ふと視線を感じるような気がするときがあった。商店街だけではない、駅や他の場所でも。だがそれはどれも人通りの多い場所で、振り向いたときにはもうそんな気配はなかった。不安から自意識過剰になってしまっているだけかもしれないが、ときどき感じる違和感はなかなか消えてくれなかった。

　今日もそんな視線を感じ、商店街の途中で立ち止まると人の邪魔にならない道の隅に寄ってそっと二の腕をさする。夕暮れ近くで肌寒くなってきたのか、少し肌が粟立っている。と、不意に。

「みーさと。おかえり、一緒に帰ろ」

「ひゃあっ！」

　突然隣から声を掛けられてびくりと肩が跳ねる。だが、その声が耳慣れたものだとすぐに気付いて笑顔を向けた。

「あ、優弥くん。うん、一緒に帰ろう。おかえり」

「……どうかしたの？　さっきなんか困った顔してたけど」

「ううん、なんでもない。多分気のせいだと思うから。行こう」

　先ほど感じたわずかな寒さももう治まった。歩き出した美里の隣に並んだ優弥は、まだ心配そうな様子で「本当に大丈夫？」と尋ねる。

「もし何か気になることあったら言ってよね。最近あの手紙も来てないんでしょ？　そりゃ来てほしいわけじゃないけど、来ないのは来ないでなんか気になっちゃうよ」

「うーん……。でもほら、もう飽きちゃったのかもしれないし！　大丈夫だよ、きっと」

「そうかなあ……」

　優弥は納得していない様子だ。美里だって、本気でそう信じているわけではない。それでも、そうであってほしいという希望も込めてあえて楽観的に考えるようにした。

　このまま何も起こらなければ。そうすれば、何の心配もなくまた穏やかな日常生活に戻れる。だが、そんな祈りにも似た希望は数日後のある日、突然壊されてしまった。

「……え。どうして……」

　大学からの帰宅後、久しぶりに入っていた白い封筒を郵便受けから取り出す。来なかった期間が続いて希望が現実に変わったのかと喜びかけていた頃だったから、落胆は余計に大きかった。また同じものか、と封を開きかけて、そこでふと違和感を覚えて立ち竦んだ。

　嫌なもので、既に見慣れたものとなってしまったストーカーからの手紙。だが、いつもならば以前住んでいたマンションの住所が書かれているはずの表面には、今回美里の名前以外何の記載もなかった。それどころか、切手も貼られていなければ当然消印も押されていない。ということは、つまりこれは誰かが直接この郵便受けに投函していったということだ。

（ここの住所を知られた……？）

　信じたくない事実にぞわっと悪寒が走り、一気に血の気が引く。慌てて家の周囲を見回したが、投函されて時間が経っているのか周りに人の気配はなかった。逃げるように玄関のドアを開け中に入り鍵を掛ける。家族はまだ誰も帰っておらず、家の中はしんと静まり返っている。

　靴を脱ぐのももどかしく、無意識に息を詰めながら震える手で封を開く。中には、いつもと同じく写真と便せんが入っていた。だが、その内容もやはりいつもとは違っていた。これまではモデル時代の美里の写真が入っていたが、つい最近家の近くで盗撮されたと思われる美里の写真に変わっていた。数枚入っている写真の中には、母や優弥が一緒に写っているものもある。そしていつも何枚にも渡ってびっしりと妄想が書き殴られている便せんは、今日はたった一枚きりだ。






　――愛する美里へ。

　やっと君のご家族にも会えたね。この間は紹介してくれてありがとう。ご両親、とても良い人たちだね。皆で一緒にお茶ができて嬉しかったよ。

　ところで弟さんのことだけど、あの制服はＳ高校だよね。いくら兄弟とはいえ僕以外の男とひとつ同じ屋根の下で暮らすのはどうかと思うな。彼は少し君にべたべたしすぎだね。僕の美里に対して、スキンシップが多すぎる。結婚する前に、義兄として注意してあげないといけないかな。

　君の大学卒業後まで結婚は待つという話だったけれど、彼のような弟がいる以上は結婚前にその家を出るべきかもしれないね。君と今後についてもっと話を詰めておきたいな。

　今度の日曜、××駅の東口改札で十三時に待ち合わせをしよう。君とゆっくり話がしたい。誰にも邪魔をされたくないから、他の人には秘密にしていてほしいな。待っているよ。――君の恋人より






　最後まで目を通して、震える手から便せんが落ちた。もちろん、家族に誰かを会わせた覚えなどない。皆でお茶を……なんていうのも全くの嘘だ。だが、相手は確かに優弥のことを知っている。写真に写っているから顔はもちろん、通っている高校も。

（優弥くんに……何かするつもりなの？）

　注意をしてあげなくてはいけない――その言葉が意味しているものは一体何なのだろう。もしもこの見知らぬ誰かが優弥に危害を加えようとすることがあったら……そう考えただけで恐ろしさに顔が青ざめる。

「け、警察に相談……でも、他の人に言ったらだめって……」

　当然、こんな危険な手紙は警察に相談した方が良いのは分かっている。けれど……もしそのことを相手に知られてしまったら。既に家は知られてしまっていて、気付かないうちに盗撮までされていたのだ。美里の知らないところで相手はこちらを監視しているかもしれない。そんな中で、もし警察に相談したことを感づかれてしまったら……相手は家族に危害を及ぼそうとするかもしれない。

「ど、うしよう……わ、私がきちんと話をして相手に分かってもらえれば……そうすれば、優弥くんにもお母さんたちにも迷惑掛けなくて済む……？」

　相手から会おうと言われたのは今回が初めてだ。顔を合わせるのは危険だと思うが、反対に考えれば向こうの正体が分かるチャンスでもある。それに、待ち合わせ場所は駅の改札。特に休日の午後ともなれば人通りも多いであろうその場所ならば、相手もそこまで無茶な行動はできないはずだ。

「私……私が、皆を守らなきゃ。逃げてばかりじゃなくて、私がちゃんと話をして、相手におかしいってことを分かってもらおう。……そうすれば、きっと誰も傷つけなくて済む」

　今日は火曜日。今度の日曜日までまだ日はあるから、それまでに自衛のための方法は整えておかないといけない。

「この手紙は……いつものところには入れないでおこう。もし誰かがこの手紙を見ちゃったら、心配掛けちゃうもの」

　便せんと写真を封筒に入れ直し、バッグの奥に押し込める。白く冷たくなってしまった手をぎゅっと握り合わせ、美里は強張った表情でしばしそのまま立ち尽くしていた。
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「……ねえ、なんか今日様子変じゃない？　何かあったの？」

　その日の夜。部屋へ戻ろうと二階に上がった美里に、階段から優弥がそう声を掛けた。突然図星を指されて内心ぎくりとしたが、表には出さないよう平静を装い首を振る。

「どうして？　いつもどおりだよ。優弥くんの気のせいじゃない？　別に何もないもの」

「……」

「私、これからレポート書かないといけないんだ。おやすみ優弥くん、また明日ね」

「……待って」

　言葉と共に階段を上ってきた優弥が美里の腕を取る。近くなった距離で、彼の真剣な眼差しが美里をじっと見据えた。

「美里、嘘ついてない？」

「……っ」

　階下の両親に聞こえないよう潜められた声は、こちらを探るように訝しげだ。だが、あの手紙のことは言うわけにいかない。家族の中で一番危ういのは、他ならぬ彼なのだから。

（心配……掛けたくない）

「嘘なんてついてないよ。もう、優弥くんは私を信用してないの？」

「そうじゃないけど。……じゃあ、美里は俺を信用してくれてるの？」

「え……っ」

　反対に尋ねられて、言葉に詰まる。一体どういうことだろう。もちろん、優弥のことは信じている。信じているし大切に思っているからこそ、危険な目に遭わせたくないと思っているのだ。

「もちろん、信用してるよ。どうしてそんなこと聞くの？」

「……信用してるなら、嘘なんかつくなよ」

「えっ、優弥、く……」

　腕を掴んでいた手にぐっと力が込められ引っ張られる。そのまま、手前にある美里の部屋へ連れて行かれてドアを閉められた。普段とは違う乱暴な動作で美里を背中から壁に押しつけると、優弥はずいと距離を詰めてまっすぐに視線を合わせる。
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「美里って嘘ついたり誤魔化したりするのって本当に下手だよね。何かあったんだってすぐに分かるよ」

「そんな。だから何も……痛っ」

　腕を掴む手がまた少し力を増した。服の上から食い込む指が痛い。だが、痛みに眉根を寄せた美里の表情を見ても力は緩まらなかった。

「俺、前に言ったよね。もし何か起こったときに嘘ついたり黙ってたりしたら、美里でも怒るよって。なのに、何も言ってくれないんだ。俺なんかに言ってもどうにもならないって思ってるの？」

「違……っ。そうじゃなくて、本当に何もないから……」

「ほら、また嘘つく。ねえ、どうして？　どうして俺に隠し事するの？」

（優弥くん、怖い……っ！）

　こちらを見つめる冷えた眼差しが心に突き刺さる。心配を掛けたくないだけなのに、どうしてこうなってしまうのだろう。

「それとも、無理矢理聞いた方がいい？　もしかして、酷くしてほしくてわざとそういうことしてるの？」

「……っ！」

　嘲るように笑われて、かっとなったままに手を振り払う。あんなに強く掴まれていたのに、思いの外あっさりと手は離れた。

「っ……私は何でもかんでも全部優弥くんに話さなくちゃいけないの!?　秘密にしておきたいことだってあったっていいでしょう！　私は――私は優弥くんの所有物じゃないっ！」

　一息にそう叫んでしまってから、はっと我に返る。こちらを見る優弥の瞳は――とても静かなものだった。

「あ……あ、の……」

「……そうだね、ごめん」

「えっ」

「美里にだって俺に話したくないことはあるよね。分かった、もうこの話はしない」

「あの、優弥くん。さっきのは……」

「これからレポート書くんだよね。邪魔しちゃってごめんね、もう出て行くから。おやすみ、頑張ってね」

「あ……っ」

　まごついている間に、きびすを返した優弥は部屋を出て行ってしまった。ひとり残された部屋で、先ほどまで掴まれていた腕を手のひらでさする。

「怒るかと思ったのに……」

　傷ついた顔をしていた。いつもの彼らしくない、初めて見る表情。美里の放った言葉は、それほど彼を傷つけてしまったのだろうか。

「でも……これは私がどうにかしなくちゃ。優弥くんが危険な目に遭わないように……。全部終わったら、きちんと話して謝ろう。傷つけちゃってごめんねって、きちんと……」

　そのためには、今度の日曜日に相手と話をしなくては。赤くなってしまった腕に視線を落としながら、美里は決意を秘めた瞳で頷いた。







＊








　日曜日。約束の時間の十五分前に、指定された場所へ到着した美里は緊張で強張った表情のまま目の前を過ぎていく人々を見つめていた。この中に、ストーカーはいるのかもしれない。そう思うと、穏やかな午後の光の暖かさの中にあってもぞっと背筋が震える心地がした。

（一体、誰なんだろう）

　今日まで何度も考え続けたことだ。住所を知られてしまったことから考えて――信じたくはないが、どうしても奥田のことが思い浮かんでしまう。友人の恋人で、彼女が信頼を寄せる人。そんな人がまさか――ありえないと否定する心と、疑ってしまう心が同時にせめぎ合って分からなくなる。優弥の言葉どおり、もしも彼がストーカーだったら……考えたくなくて、大きく首を左右に振る。

「優弥くん……」

　優弥とも、あの晩気まずくなって以来あまり会話を交わしていない。何となく顔を合わせづらくて、お互いに避けるような形になってしまっていたのだ。今日も、リビングにいた優弥に気付かれぬようこっそりと家を出てきた。実際気付いていたのかいないのか、美里が玄関のドアを閉めるときも彼からの声掛けはなかった。

「私のこと、嫌いになっちゃった、かな……」

　自分で言った言葉につきんと心が痛む。彼に嫌われるのは辛い。義弟だからとかそういったことはもう関係なくて、優弥に嫌われてしまうのが怖いのだ。

　最初は天使のようだと神聖視していた彼の本当の表情を知っても、嫌いになどなれなかった。それどころか、知った後の方がどんどん優弥に惹かれていっている。姉弟という関係を本気で越えたがっているのは、きっと美里の方なのだ。

　はあ、とため息をひとつついて再び視線を周囲に向けたところで、人波の向こうに見覚えのある顔を認めてはっと体が強張る。見えたのは――奥田だった。まだこちらに気付いた様子はない。

（奥田さん……まさか、本当にあの人が……!?）

　この駅は彼の通う大学の最寄り駅ではなく、以前写真を撮られたあの繁華街の近くでもない。彼と付き合っている友人も特にこの駅とは関係がない。確かに利用者が少ない駅というわけではないが、その多くはこの付近の住民だ。彼が住んでいるのは確かもっと電車で離れたところだと言っていたから、こんなところで会うのは違和感があった。

（で、でも写真を撮りにたまたまこの近くにきたのかもしれないし……。そう、きっとたまたまよ。偶然……）

　そう思うのに、足が震えてくる。もしも、と思うだけでここから今すぐ逃げ出したくなる。

（だめ。話をしに来たんでしょう、ちゃんと言わなくちゃ。じゃないと、優弥くんが危ないかも……）

　ふ、と。こちらを向いた奥田と視線が合った。美里に気付くと、彼の顔に笑みが広がる。何の変哲もない笑顔。それなのに、反射的に横を向いてその場を離れてしまっていた。

　彼が本当にストーカーなのかなんて分からない。けれど……たまらなく怖くなった。後ろを振り向けないまま、思わず人に隠れるようにして改札から離れる。と、突然後ろから腕を引かれた。

「っ!?」

　誰かを確認する間もなく、すぐ近くにあったビルの隙間に引っ張り込まれる。狭いそこに視線を向ける人はあまりおらず、通りを歩く人々は引っ張り込まれた美里に特に気付く様子はなかった。

「えっ、な……」

　強い力に引かれて、そのまま数メートル奥まで連れて行かれてしまう。左右のビルに光を阻まれて薄暗いその隙間は、奥に入り込んでしまうと益々表を歩く人からは見えなくなってしまった。突然のことに混乱と恐怖でパニックになってしまった美里に、ようやく相手が振り返り顔を見せた。美里よりも大分背の高い男――そこにいたのは奥田ではなかった。

「……え……？」

　今の状況には不釣り合いなほど穏やかな笑みを浮かべてこちらを見る、壮年の男性。その人の顔にはうっすらとだが見覚えがあった。確か、一度だけ会っている。

「み……やかわ、先生……？」

　学園祭の日、奥田に声を掛けていた写真サークルの顧問。しかし、何故彼が今自分の腕を掴んでいるのだろう。美里がそれを問おうとするより先に、にこやかな声で彼が口を開いた。

「やあ、待たせてしまってすまなかったね。約束の時間より大分早めに来てくれるなんて、やっぱり君は真面目だね」

「……！」

　ぞわり、と一気に肌が粟立つ。彼と約束など――していない。いつも送られてきていたあの乱れた文面を思い出し、一層体が震え出す。

「あ……あなた、が手紙の……？」

「うん？　どうしたんだい、寒いのかい？　そんなに震えて。それはいけないな、君はあまり体が強い方じゃないから。大事な娘さんに風邪でも引かせてしまったら、お義父さんやお義母さんに申し訳が立たないな。本当はもっと暖かいところで話をしたかったんだけど、他の場所だといつ誰に邪魔をされてしまうか分からないからね」

　べらべらとひとり会話を続けたままの宮川は、決して美里の腕を離そうとしない。強い力で掴まれた腕はどんなに抗っても振りほどけそうになかった。

「やっ……は、離してください！　私、今日はあなたにきちんとお話をしようと……っ！」

「ああ、そうだね。僕と君のこれからの話をもっと詰めていかなくちゃ。でも、その前に君を温めてあげないといけないね。だってほら、全然震えが止まらないじゃないか」

「……！」

　強く引っ張られて、そのまま抱きしめられる。近くなった温度と背中に回った腕に悪寒が走り、全身が粟立つ。

「い、嫌っ！　離して、離して……っ！」

「一体どうしたんだい、そんなに暴れて。いつもこうして抱きしめてあげるとすごく喜ぶじゃないか」

　彼の中には、現実とはまるで違う彼だけの物語があるのだ。自分に向かって話しかけているのに、その実、まるで自分を見ようとしていない宮川の目線に、美里の背中に冷たいものが走る。普通じゃないことは理解していたが、今更ながら誰にも言わずひとりでここまで来てしまったことに後悔が押し寄せた。用心にと入れてきたバッグの中の防犯ブザーもこれでは取り出せない。上着のポケットに入れておくべきだったのに、迂闊だった。

「ほら、こうすると温かいだろう？　おや、震えが止まらないね。おかしいな……それなら、もっとふたりで温まれることをしよう。こんな外でなんて、いつもと場所が変わって興奮するね」

「っ！」

　粘ついた口調の言葉に本能的な恐怖が襲う。逃げようと暴れてみても、痛いほどに強い力で抱きしめられた腕の中からは出られなかった。

「嫌っ！　離して、嫌ぁあっ！」

「美里、本当にどうしたんだ。いつも従順なのに、今日は随分と言うことを聞かないね。そうやって僕の気を惹こうとしているのかな？　ああ、それとも――今日はそういうプレイがしたいってことなのかな。なら、僕も付き合ってあげないといけないね」

「んぐ……っ！」

　一瞬腕が離れたが、逃げる間もなく片方の手のひらで口を塞がれ背後の壁に押しつけられてしまう。美里の両方の手首を空いているもう片方の手で簡単に押さえ込み、宮川が距離を詰めて微笑む。

「君が望むことは、僕が望むことだよ。そして僕が望むことは君が望むことだ。僕は今君とひとつになりたいと思っている。君もそうだろう？　だからわざと暴れたりして僕の気を惹こうとしているんだ」

「んぅっ、うぅ……っ！」

　違うと訴えようにも、口を塞がれているから声が出せない。重なった視線の先にある狂気の瞳に、がくがくと足が震えた。

「でも、いくらプレイとはいえあまり大きな声を出してしまうと誰か来てしまうかもしれないな。そうしたら変な誤解を受けかねないし。……そうだ、こうしよう。美里、少し苦しいかもしれないけれど我慢できるね」

「んんっ！」

　一旦口元の手が離され、数秒の間だけ新鮮な空気が入ってくる。だが、今度は何かを口に詰められて声が出なくなってしまった。――丸められた、宮川のハンカチだ。

「んっ、ううぅ……っ！」

「君の声を聞けないのは残念だけど、少しの間こうしておこう。こうすれば、他の奴に邪魔されず君を温めてあげられるからね」

「……っ！」

　肩口に顔を埋められ、ざらついた舌が首筋に這った。聞こえる荒い息遣いも舌の熱い温度も、気持ち悪くてたまらない。優弥にされるときにはあんなにも快感を覚える場所が、今は恐ろしさと嫌悪しか感じられない。腰を撫でる手の動きも、まるで虫が這いずっているような気持ち悪さを感じる。

「ああ……なんて甘い匂いだ。本当に君は可愛い。卒業まで結婚を待とうと思ったけれど、やっぱり早めた方が良いかもしれないね。一日中君の傍にいたいよ。美里、君だってそうだろう？　それに、あの弟と同じ家で暮らし続けるのはだめだ。あの男は君を邪な目で見ているに違いないよ。君が純粋なのを良いことに、良からぬことを考えているんだ。変な行動を起こす前に、君を僕の元へ避難させなくちゃ。今日からでも一緒に暮らそう。結婚しても大学は通い続けられるからね。子どもができたって大丈夫、ちゃんと僕も面倒を見るから。僕は早く君との愛の結晶が欲しいんだ。君によく似た、可愛い女の子がね」

「ううっ、うう……っ！」

　ぴちゃぴちゃと音を立てながら首筋、そして鎖骨を舐められて、嫌悪感に涙を浮かべながら美里は必死に首を振る。だが、そんなかすかな抵抗は気付かれてすらいないようだった。

「君と、君そっくりの娘に囲まれて暮らせたらきっとどんなに幸せだろうな。ああ、安心して。娘が生まれても、きちんと君と平等に愛し続けるよ。そのためにも、一緒に暮らし始めたら毎日でも君の中に僕の愛を注いであげよう。嬉しいだろう？　君はいつも僕にたくさんねだるものね」

　自分自身の言葉に興奮しているのか、宮川の息遣いが益々荒くなっていく。やがて、感極まった様子で大きくため息をつくと、美里の胸に顔を押し当てた。

「んんんっ！」

「ああ……はあ……っ！　なんて柔らかいんだろう。甘い香り……僕を誘う香りだ。美里、美里っ。愛しているよ、他の誰にも渡さない。君は僕のものだ！」

（嫌っ、嫌っ、嫌あぁ……っ！）

　腰から足へ下りた手のひらが太股をなで回す。念のためにとスカートは履かずパンツで来たのが幸いし、直接肌には触れられていない。それでも、気持ちが悪いことには変わりがなかった。

　手首を戒める手は相変わらず強い力で外れそうにない。薄暗いこの場所をわざわざ表通りから覗く人間はいないようで、助けが来そうな様子はなかった。

（このまま、誰にも気付かれなかったら……っ）

　体を這い回る手や胸元に埋められる宮川の唇がもっと動く様を想像して、血の気が引いた。恐怖で気を失ってしまいそうだ。

（優弥くん……っ）

　優弥の顔が浮かんだが、美里がここにいることなど知らない彼がここに現れてくれるはずがない。絶望的な気分で、美里はせめて目の前の現実を見なくて済むようにぎゅっと瞳を瞑る。――と。

「うぁ……っ！」

　突然、鈍い音と共に宮川の声が上がった。手首の戒めが緩み、涙に濡れた瞳をはっと見開く。潤んだ視界で咄嗟には状況が判断できなかったが、伸びてきた手の温もりに相手の正体を悟って安堵の涙が流れた。

「優弥、くん……！」

　間違いない。慣れた温もりと香り――彼だ。腕を引かれ、優弥の背中の後ろに移動させられる。地面に倒れ込んだ宮川に対峙する優弥は、こちらを振り返らない。だから表情は見えなかったが、彼から発せられる気配からとても怒っていることは分かった。

「美里。表の通りの方に出ていてくれる？」

「えっ、でも……」

「すぐ済むから。早く」

　低い声での短い言葉は有無を言わさぬ強さがあって、その厳しさに息を飲む。宮川は倒れた拍子に体を強く打ち付けたのかまだ立ち上がれていないが、優弥を憎々しげに睨んでいる。そんな相手と彼をふたりきりで残すのは心配でたまらなかったが、もう一度同じことを言われて後ろを振り向きつつも表通りへと駆けた。

　薄暗いビル陰から出ると、通りは何事もなかったかのように人々が行き交っている。美里たちがこの隙間にいたことなど誰も気付いていないようだ。明るい空間に立つと、改めて先ほどの出来事の恐ろしさが蘇って体が震えた。

（怖かった……。優弥くん、あんな人とふたりだけになるなんてやっぱり危ないんじゃ……。お巡りさんを呼ぶ？　だけどすぐ済むって……でも、もし優弥くんが怪我なんかしたら……！）

　振り返り、先ほどまでいた場所に視線を向ける。奥にいるふたりの様子はここからでは見えない。物音も、ざわざわと人の声や車の通る音が満ちたこちらの音に消されて奥の音は聞こえてこなかった。

「……っやっぱりだめ、優弥くん……っ！」

　表にいろと言われても、やはり心配でたまらない。通ってきたばかりの場所をもう一度駆け足で戻る。と、近くなったところで鈍い打音と地面に倒れたらしき派手な音が聞こえた。

「っ！」

　その音に驚き、足を止めて立ち尽くす。地面に倒れていたのは、頬を赤く腫らした宮川――そして、優弥がその体を勢いよく踏みつけていた。淡々と動作を続ける優弥の横顔は、これまで美里が一度も見たことのない底冷えするような冷たい無表情だった。怒りでも浮かんでいればいっそ分かりやすいものを、何の感情も読み取れない表情だからこそ恐ろしかった。

　抵抗する隙を与えない攻撃に、伏した宮川は短く鈍い声を上げるだけだ。その光景を数秒呆然と見つめて、それからはっと我に返ると慌てて優弥に駆け寄り背中から抱きつく。

「ゆ、優弥くんっ！　待って、だめっ！」

「美里、表に行っててって言ったでしょ。なんで戻って来ちゃったの」

「だって心配で……ってそうじゃなくて！　ねえ、やめて。だめだよ！」

　必死で押さえつけ叫ぶと、優弥の動きが止まった。視線はじっと宮川を見据えたまま、声だけが美里に向けられる。

「なんで？　さっきこいつに何されてたかもう忘れたの？　汚い手でべたべた美里に触ってさあ。これくらいじゃだめだよ。殺してやる」

「殺……っだ、だめぇ！」

　冗談を言っている声音ではない――本気だ。背中に冷たい汗が流れ、美里は一層抱きしめる腕に力を込めて大きく首を振る。そんな様子を見て勘違いしたのか、呻き声を上げていた宮川の瞳が嬉しげに光った。

「ああ、美里……。僕を庇ってくれるなんて、やっぱり君は僕を愛してくれているんだね。分かっただろう、君の弟はこんな奴なんだ。こんな危険な人間の傍にいたらいけない。早く離れて僕のところに――」

「ち、違いますっ！」

　ぞわりと悪寒が走ったが、ぎゅっと優弥に抱きつき必死で言葉を続ける。腕から感じる温もりと彼の鼓動が、勇気をくれている気がした。

「わ、私が好きなのはあなたじゃありません！　私は、あなたなんか嫌いです、大嫌い！　私が好きなのは――私が好きなのは優弥くんです！　優弥くんだけなんですっ！」

　震えてはいたが、それでも張り上げた声は狭いその場に反響した。ぽかんと美里の言葉を聞いていた宮川は、数秒固まった後泣き出しそうに表情を歪めた。

「そんな、美里、嘘だろう。そんな、どうして――ぐぁっ！」

「きゃあっ！」

　ふらふらと立ち上がりこちらに寄ってこようとした宮川を、優弥が無言のまま容赦のない力で蹴り倒した。再び地面に転がった宮川は横向きに倒れ込んだままぴくりとも動かない。

「え……、え……っ！」

「大丈夫だよ、ただ気絶しただけだから。一応当たるところはちゃんと目測した上で蹴ったし。それより、さっさと警察呼ぼう。すぐには起きないと思うけど、そいつの傍に寄っちゃだめだよ」

「あ……う、うん……」

　ありがとうも、ごめんなさいも、何も言わせてくれる雰囲気ではなかった。スマートフォンを取り出し警察に電話を掛ける優弥の横で、美里は口を開くきっかけを探しておろおろとただ彼を見つめていた。
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　やってきた警察に宮川を引き渡し、優弥と共に警察署で事情を聞かれ、ようやく家に帰ってくることができたのはその日の夜だった。警察からの連絡で仕事場から警察署へ飛んできた両親と一緒に帰宅し、そのままリビングで始まったのは両親から美里たちへの大説教大会だった。

　気丈な母が泣くのを見たのは実父が亡くなって以来初めてのことだったし、いつも温厚で以前マネージャーとして傍にいてくれたときも決して怒った姿など見たことのなかった義父が本気で怒っているのを見たのも初めてだった。美里と優弥は並んで座らせられ、それに向かい合う形で両親も座り、今回のことをひどく叱られてしまった。

　美里には、あんな手紙が来ていたことを黙っていたこと、家族にも内緒でひとりでストーカーに会いに行くなど危険なことをしたこと。そして優弥には、いくら美里を守るためとはいえ相手に乱暴を振るったこと。厳しい顔をした義父に声を荒げず淡々と理詰めで叱られるのはなかなか精神的にきついものがあった。普段穏やかなだけに増す迫力は昼間見た優弥にも共通するところがあって、こんな状況ながら「やはり親子なんだな」などと美里は項垂れながらそんなことを思った。

「もし君たちに何かあったら、僕たちは本当に後悔してもしきれないよ。それに、亡くなった正隆さんにも璃華さんにも合わせる顔がない」

「はい……ごめんなさい」

「……ごめんなさい」

　美里の実父と優弥の実母の名前まで出されてしまえば、益々謝るしかなくなる。ふたり揃って、既に何度目か分からない謝罪を口にして頭を下げると、やがて頭上から両親のため息が降ってきた。

「……でも、本当に大きな怪我がなくて良かった。もし相手方が何か言ってきたとしても、僕たちは絶対に君たちを守るからね。だから、もしもまた何か困ったことが起きたら、今度こそは必ず僕たちに相談すること。いいね？」

「はい」

「よし。じゃあ、今日はもう疲れただろう。お風呂に入って、ゆっくり休みなさい」

　先ほどの厳しい声音からいつもの穏やかな声に戻った養父に頭を撫でられて、涙が滲んでくる。

　最初に風呂に入らせてもらった美里は、宮川に触れられたところを何度も何度も洗い湯船に深く浸かった。あの後すぐに拭いたのだが、それでもまだ汚れている気がしていたのだ。それでもしばらく風呂に浸かり体を浴槽に伸ばすと緊張と恐怖が少しずつ溶けていく気がした。

　風呂を上がり、自室に戻ってベッドに潜り込む。昼間のことを思い出すとまだ少し震えが走ったが、それでも温まった体は安堵に包まれていた。と、廊下を渡る足音が部屋の前を通り、隣の部屋のドアが閉まる音が聞こえた。優弥も風呂を終えて部屋に戻ってきたのだろう。

（結局……まだお礼も言えていないし謝れてもいないままだ）

　警察でも、家に帰ってきてからも優弥は視線を合わせようとしてくれなかった。怒っているのだろうか――当然だろう。それだけのことを美里はしてしまっている。けれど、このままというわけにはいかなかった。

（聞いてくれるかは分からないけど、せめて言うだけは言っておかなくちゃ）

　少し迷った末に部屋を出る。階下には既に両親も寝室に入ったのか物音がなく、人の気配もない。しんとした空間の中、隣室のドアの前で何度か深呼吸をすると意を決してノックする。控えめなノックだったが、中の主にはきちんと聞こえたようで、数秒の間の後応えがあった。

「……入っていいよ」

　その言葉に促され、そっとドアを開ける。優弥はベッドに横たわっていて、美里にちらりと視線を向けたがすぐに瞳を逸らしてしまった。冷たい対応に体を縮めながらも、美里はパジャマの裾を両手で握りながら「あの」と口を開いた。

「今日は……助けてくれて本当にありがとう。それと……ごめんなさい」

「……」

「私、皆に心配掛けたくなくて。ちゃんとあの人と決着つけようって……って、こんなこと今更言っても言い訳にしかならないって分かってるんだけど」

「そうだね」

「う……勝手なことしてごめんなさい。でも、あの……優弥くんに話さなかったのは、別に優弥くんを信頼してないとか頼りないと思ってるとか、そういうことじゃないの。優弥くんに危ない目に遭って欲しくないって思ったから……その……」

「……その結果が今日のこれだったわけだけど？　俺が間に合ってなかったら、美里がもっと危ない目に遭ってたかもしれないよね？　っていうか間違いなくそうなってたよね？」

「うう……」

　返す言葉がない。身を縮めて俯いた美里に、大きなため息が返ってくる。

「美里は本当に勝手すぎるんだよ。俺を危険に巻き込みたくないからって相談もなしに自分ひとりで決めちゃうし、頼って欲しいのに全然そうしてくれないし。それに向こう見ずで、却って相手の地雷踏み抜くようなこともいっぱいしちゃうし」

「はい……」

　心当たりがあり過ぎて否定もできない。

「……まあ。あいつの前で俺の方が好きって宣言してくれたことはちょっと嬉しかったけど」

「えっ、あ……」

　そういえば、つい本音を口にしてしまっていた。改めて自分が口にしたことの大胆さに考えが至り、かあっと顔が赤くなる。そんな美里の態度に、ようやく優弥の視線がこちらに向いた。眉間にはまだしわが残ったままだが、少しだけ楽しそうな表情で体を起こす。

「ああやってちゃんと口に出して好きって言ってくれたのって初めてだよね。それとも……あれはあのとき咄嗟に言っちゃっただけの嘘？」

「う、嘘じゃない！　あれは本当に、その……」

「じゃあもう一回ちゃんと言って？」

「えっ。い、今……？」

「そう、今」

「う……」

　改めてこの場で口に出すのは恥ずかしい。だが、じっと見つめてくる瞳から逃げることはできず、小さく息を飲み瞳を伏せて口を開く。

「わ、私……私は、優弥くんが好き……です」

　言ってしまった。かっと頬に朱が上り、耳まで熱くなってくる。照れくさくて優弥の方を見られない。だが名前を呼ばれて、おずおずと顔を上げた。視線が合い、ベッドの上から手招かれる。

「美里。こっち来て」

　促されるままベッドの横まで行くと、伸びてきた手に手首を掴まれる。そのまま軽く引かれて、ベッドに手を突く形になってしまった。

「優弥くん……？」

「俺、まだ怒ってるんだ。なんで怒ってるか分かる？」

「う……えと、私が迷惑掛けちゃった、から」

「違うよ。別に迷惑だなんて思ってないし、たとえ迷惑だったとしても美里になら掛けられたって別に平気だし。そうじゃなくて、俺が怒ってるのは美里を危ない目に遭わせちゃった俺自身に対してと――それから、美里にべたべた触りやがったあのストーカー野郎に対してだよ。くそ、やっぱりもっと殴っとくべきだったかな」

　言葉の最後のところだけは他の言葉とは違う本気の迫力に満ちていて、美里の背中に冷や汗が流れる。だが、その冷たい表情も一瞬で元に戻ると、優弥はもう片方の手で美里の首筋に触れた。

「ひゃっ!?」

「あいつ、どこまで触ったの。ここは？」

「さ……触られ、ました」

　舌で舐められたときのあの感覚は本当に気持ちが悪かった。優弥にこうして触れられているのはこんなにもぞくぞくと甘い震えを走らせるのに、不思議なものだ。言いにくそうな、しかし素直な美里の返答に優弥の瞳が不愉快そうに歪む。

「触ったんだ。じゃあ、ここは？　こっちは？」

　指が動き、鎖骨や胸元に移動する。優弥の不機嫌さに内心怯えつつも美里が嘘をつかずに頷くと、小さな舌打ちの音が聞こえてきた。

「あいつ、まじでむっかつく……。じゃあ、まさかこっちも……？」

「あっ！　やっ、そこは触られてない！　触られたのは足までだから！」

　優弥の手が下腹部に滑り降りてきて、慌ててその手を止める。優弥は一瞬安堵した様子で息をつき、それからまたすぐに眉間にしわを寄せた。

「ちょっと待って、足は触られたの？」

「う、うん……でも、服の上からで……あっ」

　パジャマの上から太股を手のひらでなぞられて、布地越しに伝わってくる体温に思わず小さな声が漏れてしまう。逃げそうになる腰をしっかりと手で押さえ離れられないようにして、優弥がじろりと美里を見つめた。

「当たり前でしょ。もし直接触ってたらあいつのこと本当に殺しちゃうところだよ。でも……ふうん、そう。なら、ちゃんと上書きしておかないとね？」

「上書き？　って……あっ！」

　ぐっと強く腰を引き寄せられて、ベッドに乗せられてしまう。ベッドの上であぐらを掻いて座る優弥に正面から倒れ込むような形で抱きつく体勢になってしまった。バランスを整える前に、両腕で抱きしめられて背中や尻をパジャマの上から手のひらでゆっくりとなぞられる。

「ひっ、ん……っ」

　何度も体を重ねて、この手のひらから与えられる愛撫を覚えてしまった体はたったそれだけの動きでも敏感に感じてしまって、無意識に声が漏れる。その声を合図のように、上着の裾から入り込んできた手が直接背中を撫でた。近くなった首筋にも優弥の唇が下り、熱い息が吹きかけられる。

「あん……っ」

「あいつが触った記憶なんて、俺ので全部忘れて。できるでしょ？」

「あ、あ……っ」

　ぞわぞわと震えが走るが、昼間のような悪寒ではない。これは期待と――興奮だ。力の抜けてしまった体に温かな手のひらが滑る。パジャマに着替えた後だから、今はブラジャーもしていない。もたれかかった優弥には無防備な胸の感触が直接伝わっていることだろう。

「ん、ん……っ。や、優弥く……あ……っ」

　彼の肩口に顔を埋めて声を殺す。幸いこの部屋の真下はリビングで、両親の眠る寝室は少し離れている。だがそれでも、あまり大きな声や音を立ててしまえば不審に思われてしまいかねない。

（優弥くんに触られなくてまだたった数日しか経ってなかったのに、すごく久しぶりに感じる。気持ちいい……っ）

　体内の炎を煽るようなもどかしい手の動き。こちらの反応を理解した上での行為なのだろう。見透かされているのは恥ずかしいが、体は素直に悦んでしまう。だが吐息混じりの喘ぎに甘さが混じりだしたところで、不意に優弥の手が止まった。パジャマの中から手が引き抜かれ、両肩を掴んで距離を取られる。

「え……」

　一体どうしたのだろう。まだ怒っているのだろうかと不安になりながら涙で潤んだ瞳で優弥を見つめる。と、彼の口元に少し意地悪な笑みが浮かんだ。

「優弥くん？」

「ねえ美里。実は俺ね、今日ちょっと手首のところぶつけちゃったんだ」

「えっ!?　ど、どこ、大丈夫!?　骨折とか……！」

「ああ、ううん。そこまで大きい怪我じゃないよ。折ったとか捻ったとかじゃなくて、本当に打撲だけ。骨には異常ないと思うんだけど、動かすとちょっとだけ痛いんだよねえ」

　ほら、と見せられた手首は確かに腫れなどはないし、痣などができている様子もない。だが、それでも恐る恐る触れてみると優弥の顔が小さく歪んだ。表面上は平気そうに見えても、深いところで怪我をしているのかもしれない。

「そんな……ご、ごめんなさい。怪我までさせちゃうなんて、私、本当に迷惑掛けて……。本当にごめんなさい。あの、病院とか明日行った方がいいんじゃ……っ」

「別にそこまでじゃないよ。でも、あんまり動かしたくないかなあ。だから」

　そこで一旦言葉が途切れ、意味ありげな視線が美里に向く。瞳を瞬かせた美里に、優弥はにこりと笑みを深めた。

「美里、今日のこと反省してる？」

「えっ、う、うん。それはもちろん、すごく反省してます」

「本当に？　本当にすっごーく反省してる？」

「うん」

「じゃあ、俺の言うことちゃんと聞いてくれるよね？」

「うん……えっ？」

　にこやかな声音の、しかしそこに潜む何か含みを感じて首を傾げる。美里の瞳からわずかな怯えを感じ取ったのか、優弥は微笑みのまま言葉を続けた。

「別に、そんなに怖がらなくてもいいよ。そこまですごいこと言うつもりないし。ただ、美里が本当に俺に悪いって思ってくれているならちゃんとやってくれると思うんだ」

「やって……って、何を？」

　不安になりながら尋ねると、優弥の手が肩から離れる。そして壁を背にして座り、彼の腕が美里に向かって広げられた。

「今日は、美里が主体的に動いて。自分でどうしたらいいか考えて、俺のこと気持ち良くしてよ」

「え……っ！」

　言葉の意味を理解して、一気に顔が赤くなった。からかわれているのかと優弥を見つめたが、彼は腕をこちらに向けて広げたまま悠然と微笑んでいる。冗談を言っているわけではないらしい。

（き、気持ち良く……って、私が優弥くんを？　そ、そんな……）

　いつも彼に快感を与えてもらうばかりで、美里の方から積極的に動いたことなどほとんどない。それなのに、いきなりそんなことができるかまるで自信がなかった。

「そんな、できないよ……っ」

「どうして？　俺がどうしたら気持ち良くなれるか考えてみてよ。これまで何度もいっぱいしてきたじゃない。どうすれば俺が悦ぶか分かるでしょ？」

　にっこりと微笑んだ表情には、有無を言わせぬ迫力があった。どうやら逃げることはできないらしい。しばしの間視線を彷徨わせて逡巡していたが、視線での無言の催促に耐えかねついに屈服する。おずおずと膝を進め優弥に近づき、そっと彼の胸に両手を置く。もたれかかるように距離を詰め、自分から唇を重ねた。一度触れ合わせて優弥の表情を窺ってみたが、到底満足した様子はない。仕方なく、恥ずかしいのを我慢しながらもう一度唇を合わせた。いつもならば向こうから何かしらあるはずのアクションも今日はない。本当に、美里に全てさせるつもりらしい。

（うう、恥ずかしい。でも、優弥くんの頼みだし……）

　ぎゅっと目を瞑り、躊躇いながら舌を挿し入れる。そして相手の口内を探ると、ぎこちない動作で舌を絡めた。これよりも深いキスだってもう何度もしているというのに、美里の方からしようと思うといつものようには上手くいかなかった。それでも懸命に舌先を動かしているうちに、優弥が手助けをしてくれたのか少しずつ上手にできるようになってきた。密やかな水音が響くのに合わせ、絡んだ舌から快感が生まれてくる。

「んん、ふ……ぁ……」

　長く深いキスを繰り返し、頭の芯がぼうっと霞んでくる。息苦しくなって唇を離せば、潤んだ視界の先で優弥が小さく笑んでいるのが見えた。

「まさかこれで終わりじゃないよね？」

「うう……」

　やはりまだ許してはもらえないようだ。次はどうしたらいいだろうと迷いながら、いつも自分がしてもらっていることを思い出す。男と女ではやってもらって気持ちの良いことも違うだろうが、とりあえず物は試しと彼の首筋に軽くキスを落としてみる。だが、やり方が下手なのかそこが優弥のポイントではないだけなのか、くすぐったそうに笑われるだけだった。

（ここはだめ。じゃあ……）

　思い浮かんだところにそっと視線を落として、慌てて逸らす。優弥は顔を赤らめた美里の反応からどこに視線を向けたのか気付いたようで、唇の端をにやりと意地悪く上げた。

「今見てたでしょ。いいよ、正解のところ。触ってみて」

「あう……」

　促され、しばらく躊躇ってから羞恥に震える手をその場所に伸ばしてみる。あぐらを掻いた下腹部に指で触れれば、まだ勃ち上がってこそいないがパジャマの布地越しに熱い優弥自身の存在を感じた。

「そんなに緊張しなくても、もう何度も見てるところじゃない。何度も挿入ってるし」

「そ、そういう問題じゃないの……っ！」

　いくらそうであっても、こうして自分から触れるというのはなんとも恥ずかしいものがある。それでも羞恥を押し殺してそこの形をなぞるように手のひらで軽く撫でてみる。すると、ぴくりと反応を示したそこがわずかずつだが膨らみを増していくのが分かった。

（あ……）

「ん……ちょっと気持ちいい。ねえ、もっと触って？」

「……っ！」

　吐息混じりに囁かれた声は少し掠れていて、その艶やかさにぞくりと肌が粟立つ。そっと優弥の顔を覗き見れば彼はかすかに頬を上気させて目を閉じていて、かすかに開いた唇の合間から時折切なげな声が漏れた。

（う、わ……。こんな優弥くんの顔見るの初めてかもしれない。なんだろう……すごく――どきどきする）

　いつもは自分が彼にされる立場だから、冷静に優弥を見ていられるほどの余裕はない。だからこうして改めて優弥の表情や仕草を見ていると、静かな興奮が押し寄せて体内に灯った炎を煽った。

　ちらちらと優弥を盗み見ながら彼の昂りに手を這わす。やがてパジャマを緩く突き上げるまでに立ち上がったそれは、美里の手の下でどくどくと脈を打ち始めた。

「っはぁ……」

「ど……どう……？」

「ん……いいよ、気持ちいい。でも、これだけじゃやっぱり物足りないかな」

　にこりとこちらを見つめる優弥の瞳には、乱暴さを秘めた情欲の色が映っていた。射抜くような強い視線はどこか恐ろしくもあるのに、それにも増して強い興奮が背筋に走る。

「手で触るだけじゃ足りない。ね、美里。今度は……こっちでして？」

　言いながら、優弥の指が美里の唇に触れた。唇を一周ゆっくりとなぞられ、それが意図することを理解して顔を赤らめる。直接的な命令はせずに、優弥は静かに微笑むだけだ。

「あ……う……」

「何回かしたことあるよね？　俺、美里にしてもらいたいなあ」

「で、でも……私、あんまり上手くないし……」

「いいの。……ね、して？」

　耳元で囁かれた言葉に、全身が痺れたように軽く震える。この声にねだられれば拒むことなどできやしない。操られるような心地で指を伸ばし、そっとパジャマの中から彼の昂りを取り出す。こうして手に持ってみると、改めてその質量に鼓動が跳ねた。こくりと息を飲んでから、ゆっくり上半身を倒し唇を先端に寄せた。軽く唇で触れてから少しずつそれを口内に招き入れていく。舌を這わせながら含んでいくと、わずかに優弥が息を飲むのが聞こえた。

「っん……ぁ……そう、美里、そこ、気持ちい……うん、上手……」

　掠れた囁き声と共に頭を撫でられる。優しい手の動きは気持ち良く、自分の方が年上であるのに甘やかされているような心地がした。

　口内の奥まで含んではいるが、昂りを根本まで飲み込むのは難しかった。だから代わりにせめて、とぎこちない仕草ながら懸命に舌を動かしてみる。その甲斐あってか、徐々に口内の昂りが最初よりも大きさを増してきた。軽い抽挿のたびに唇の端から零れて顎に伝ってきているのは、恐らく美里の唾液だけではないだろう。昂りから分泌された雫も混じり合ったそれは、照明に照らされて妙に淫靡に光った。

（優弥くんの、大きくなってる……。息しづらくて苦しい……でも……）

　でも、やめたくない。半ば強制的にさせられた行為のはずだったのに、短く聞こえてくる切なげな吐息をもっと聞きたくなっていた。熱に浮かされたように夢中で昂りを愛撫していると、突然柔らかな動作で頭を押さえられて口内から熱が抜けた。視線を上げれば、軽く息を乱した優弥がにこりと笑んで美里を見下ろしていた。

「ん……もういいよ。ありがと」

「ふぁ……。あ……でも、まだ……」

「いいの。このまま美里の口の中でイくのもいいけど、やっぱり美里の中でイきたいもん。……あは、美里ってばやらしいなあ、そんなえっちな顔しちゃって。最後までしたかったの？　積極的ー」

「え……えっちな顔なんてしてないよ！　そ、それに積極的って、優弥くんがしてって言うから、私……」

「あれえ。じゃあ嫌々だったの？　その割には美里も愉しそうに見えたけどなあ」

「……っ……」

　――否定はできない。かあ、と頬を赤らめた美里に優弥は笑みを深め、ベッドヘッドの小物置きへ手を伸ばした。手のひらに収まる程度の缶からいくつか何かの包みを取り出した彼は、その内のひとつを美里に差し出した。平べったく小さな四角い包みに、美里の顔がまた朱に染まる。

「今日は美里が俺に付けて。付け方分かる？」

「わ……分かるは分かる、けど……。こ、これも私がするの……？」

「だって俺手首が痛いんだもん。ほら、早く早く。頑張って」

「うう……」

　それを言われてしまえばこちらは恐縮するしかない。包みを受け取り、慣れない手つきで昂りにそれを取り付ける。優弥の指示や助言もあって、とりあえず間違わずにきちんと取り付けはできたようだ。だがそこでほっと安堵したのも束の間、次いで優弥から告げられた言葉に体が固まる。

「ん、ＯＫだね。ちゃんとできてる。そしたら次はー……俺ここに仰向けになるから、美里上に乗って。あ、もちろん下はちゃんと全部脱いでね。上は先に脱ぐんでも後で脱ぐんでも、そこは任せるよ」

「えっ……う、上って、私が優弥くんの上に!?」

「そりゃそうだよ、今日は美里が自分で動くんだもん。当たり前でしょ？」

　にっこりと笑顔で言われて、返す言葉が出てこない。それはこれまで一度もしたことがない。自分が上にまたがって動くなんて――そんなの、さすがに恥ずかしすぎる。

「そんなぁ……っ」

「できないの？　……ああ、手首が痛いなあ……」

「うう……っ」

　悲しげな声でそんなことを言われても。弱々しい声音とは裏腹に、じっとこちらを見つめてくる瞳には絶対に逃がしてくれない強さがあった。拒もうものなら、きっと後々後悔するようなことが待っているに違いない。

「うー……」

　泣き出しそうになりながら一度ベッドを下り、諦めてパジャマのズボンと下着を脱ぐ。照明が煌々と灯る中で上着まで脱いで裸になるのはさすがに恥ずかしくて、迷った末にそれは脱がずにおいた。躊躇いつつもおずおずとベッドに戻り、横たわった優弥の上に膝立ちでまたがる。

「いつもと違う眺めで新鮮だね。美里はどう？」

「は、恥ずかしい……」

「そっか。でも仕方ないよね、これは美里へのお仕置きだし。でもさ、嫌ではないんでしょ？　いつもより興奮してる感じするよ」

「！　こ、興奮なんて……してな――あっ！」

　笑み混じりの指摘に内心焦りながらも否定しようとしたが、伸びてきた手に太股を撫でられて言い終える前に声が跳ねた。素肌に触れる指はそのまま上へと進んでいき、無防備な秘所に触れた。薄い茂みの中の花唇は既に蜜で潤んでいて、指の腹で探られると秘めやかな水音を立てる。

「ふうん、そう？　でも、それじゃあなんでここもうこんなに濡れてるの？　今日はまだ全然触ってもいないよね？　ここ以外だって、キスくらいしかしてないし。……俺のを舐めてただけでこんなに感じちゃったの？」

「……っ」

　くすりと意地悪げに笑われて、じわりと涙が浮かぶ。いつから自分の体はこんなにいやらしくなってしまったのだろう。

「……ゆ、優弥くんのせいじゃない……っ。優弥くんが意地悪ばっかりするから……っ」

「俺が意地悪したから感じちゃったの？　そっか、美里は意地悪されるの好きなんだ。へえ、良いこと聞いちゃったな」

「そ、そういうことじゃなくてっ！　……もうっ！」

「怒ったの？　ふふ、かーわいい。ま、それはそうと美里もこんなに濡れてるんじゃ長々焦らしちゃ可哀想だよね。俺も早く美里の中に入りたいし……。美里のここ準備万端っぽいし、もう挿れちゃっていいかな。じゃあ美里、自分で挿れてみて？」

「え……っ！　こ、これも自分で……!?」

「そうだよ。言ったでしょ？　お仕置きだって。今日は美里が俺を気持ち良くする番。俺が美里のこと悦くしてあげちゃったらお仕置きにならないもんね。はい、どうぞ」

　にこやかに促されても、そう簡単に了承などできない。優弥の上にまたがったまま、瞳を潤ませて硬直する。

（自分で挿れるって……そんな、無理だよ……っ）

　下げた視線の先には、天に向かい屹立する昂りが見える。先ほどまで口で愛撫していたから、その大きさは理解していた。それを、自分自身で自らの中へ受け入れるのには勇気がいった。もちろん、きちんと挿入ることはこれまで何度も体を重ねてきた中で分かってはいるが――いつもは優弥の動きがあったからこそできたことだ。

「ねえ美里、早くー。美里も欲しいでしょ？　これで奥まで掻き混ぜられるの大好きじゃない」

「……っそ、なの言わないで……っ」

　あけすけなからかいの言葉に顔が熱くなる。だが――実際体の奥は、狭い蜜壷の中を満たし甘い疼きを静めてくれる熱の侵入を待ちわびている。いつものように昂りが激しく中を穿ち責め立ててくるのを想像するだけで、新たな蜜が溢れて花芯を濡らした。快感を求める体の素直な要求に、本能が理性を越えようとしている。

　そのまま少し逡巡した後、ようやく覚悟を決めた美里はこくりと息を飲みわずかに膝を進めた。昂りの真上に来るように位置を調整し、幾度か深呼吸をしてから震える体を静かに沈ませる。体の下の昂りを手で軽く押さえ、蜜壷の入り口に先端が当たるよう細かい調整を繰り返す。そして、ようやくちょうど合わさる箇所を見つけるとゆっくりと腰を下ろした。ぬるついた蕾に固い先端が潜っていく感覚に声が漏れる。

「あ……っん、ひ、ぁ……っ」

　自身の体重がかかり、少しずつ昂りが蜜壷へと飲まれていく。緩やかな速度で伝わってくる快感は腰から背中に上り、ぞくぞくと肌が粟立つ。

（見られてる……優弥くんに、全部……っ）

　こんな淫らな動作も、それで感じてしまっている自分の表情も、全て優弥の視線の元に晒されてしまっている。とてつもなく恥ずかしいのに不思議とそのことに一層興奮してしまっている自分を認めて、美里はふるふると首を左右に振った。

「んっ……ぁ、挿入って、る……ね。ふふ、いつもの体勢と違うから、ちょっときつい、かな。狭くて、熱くて――すごく気持ちいい……」

「ふ、あ……あぁん……っ！」

　ず、と根本まで飲み込んで動きが止まった。まだ挿れただけだというのに、目の前がちかちかと点滅する。優弥を見下ろしながら昂りを飲み込んでいるというのは、なんだか不思議な背徳感と罪悪感があった。

「中とろとろだね。平気？」

「んっ……ま、待って……今は、ちょっと……動、けないの……」

　少し身じろいだだけでも、刺激が伝わって感じてしまう。その体勢のまましばらく息を整えて、ようやくわずかにだが動けるようになった。潤んだ視界で優弥を見、羞恥に視線を逸らしながら囁く。

「え、と……その、じゃあ……う、動く、ね……」

　少しだけ腰を上げて、ゆっくりと下ろす。ほんのわずかな抽挿なのに、びりりと電気が通るような刺激が頭頂部から足の爪先まで走り抜けた。

「あっあ……ぁん……っ！」

　快感に上擦った声が零れる。力が抜けそうになる体を優弥の胸に手を突くことでどうにか支え、小刻みな抽挿を繰り返す。重力が掛かるためにいつもより奥まで貫かれて、圧迫感と共に感じる快楽に息が乱れた。

（恥ずかしいのに……どうしよう、止まらない……っ）

　無意識に腰が動いて、浅い抽挿でもより快楽を感じられるところへと昂りを導いていく。思わず本能の求めるままに動いてしまった美里の耳に、優弥の小さく笑う声が届いた。

「美里ってば、気持ち良さそう。だけど、自分ばっかり悦くなるのはずるいよ。美里へのお仕置きなのに、これじゃ却って悦ばせちゃうもんね。だから、ちょっとお仕置きプラスね。パジャマのボタン外して」

「え……あ……っ」

　伸びてきた指にパジャマの胸ボタンを指され、一旦動きを止める。これから優弥が何をしようとしているのか少し不安に思いながらも、素直にボタンを外す。

「そう、下まで開けて。外したら、前開いて見せて。――うん、よくできました」

「ゆ、優弥くん……。これ、恥ずかしい……」

　ボタンを外して前を開けば、隠れていた上半身が露わになってしまう。それに――パジャマの裾でかろうじて見えなかった、ふたりの繋がっている箇所も見えてしまう。顔を真っ赤に染めながら訴えた美里の言葉に、優弥は当然とばかりににこりと笑む。
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「そりゃあプラスのお仕置きだからね。はい、それじゃあまた動いて。今度はもう少し大きく、深めにね」

「ひぁあ……っ！」

　はだけたパジャマの間から入り込んだ手が、勃ち上がった胸の先端を指で強く摘む。瞬間走った痛みに眉根が寄ったが、今度は軽く捏ねられて甘い刺激が生まれる。更に先端だけでなく乳房全体を柔らかく揉みしだかれると、昂りによってもたらされる快感と合わさって体内の炎が一層強く燃え上がった。

「あ……っ、や……優弥くん、だめ……そっち触っちゃ……あ、あぁ……っ！」

「美里の〝だめ〟は〝もっとして〟なんだよね。ほら、動いて。美里ばっかり気持ち良くなっちゃだめだよ。俺のこともちゃんと悦くしてくれなきゃ。美里がしっかり動いて俺のこと愉しませてくれれば、俺がこっちをいっぱい可愛がって気持ち良くしてあげる。美里は胸も弱いもんね？　こうやって強く揉まれたり、乳首摘まれたりするの好きでしょ？」

「ひぅっ……！　あ、はぁ、やぁん……っ！」

　男性にしてはしなやかな優弥の指が、薄赤く染まった白い乳房にしっとりと埋まる。弾力のある柔らかさを愉しみながら施される愛撫は美里の感じるポイントを全て的確に突いてきて、気持ち良さについ動きを止めて身を委ねてしまう。だが美里がそちらの方に集中してしまっていることに気付くと、優弥の指がぴたりと止まった。美里を見上げ、意地悪な笑みを口角に乗せる。

「こーら。だめだよ、ちゃんと動かなきゃ。美里が動いてくれなきゃ俺もしない」

「あ、んっ……そん、なぁ……」

「もっとしてほしい？　なら、美里もして。ほら、ね？」

「……う、ん……っ」

　促され、止めていた動きを再開させる。乞われたとおりに先ほどよりも高く腰を上げ深く抽挿させると、最奥まで抉られる感覚に目の前が明滅した。

「んっあ、あ……ひぅ、ん……っ！」

「ん……そう、気持ちいい……。もっと動いて、美里……」

　吐息を乱し囁く優弥の声は掠れていて、艶やかな声音が耳朶に響いてくる。それに合わせ、止まっていた胸への愛撫もまた始まり、上下両方から感じる刺激に頭の中がぼうっととろけていく心地がした。

「あっ、や、あぁ……っ！」

「っは……すっごい。これ、最高の眺め。すっごくえっちで、すっごく可愛い。美里ってやっぱり最高……」

「ひぁっ、や、ぁんっ！」

（だめ、これ……気持ち良すぎて何も考えられなくなる……っ）

　羞恥心だとか昼間の恐怖だとか、そういったもの全てが頭から消えていくような感覚が少し怖い。自分自身でも知らない内に自分がどんどん変えられていくようで――けれど、そんな思いすらも襲ってくる快楽の波に忘れてしまう。

　優弥を意識できる余裕はなかった。体の求めるままに腰を動かして快感を享受する。蜜壷を満たす昂りは、挿入ったばかりのときよりも更に硬さを増して美里の奥を穿つ。――もう、何も考えられない。

「あ……んっ、優弥、くん……好き……はぁっ、好き……ぃっ！」

「んっ……みさ、と……っ！」

　夢中で腰を振り、昂りを飲み込む。溢れてくる蜜が中でこすれ、抽挿のたびに淫らな水音を立てた。互いの快感を示すその音に、一層興奮が増していく。

　体内の炎が燃え上がり、限界が近づいているのが自分で分かった。もちろん動きを止められるはずもなく、早くあの感覚を味わいたいと本能が強くねだっている。

　今、自分はどんなに淫らな表情をしていることだろう。そして、その全てを彼に見られてしまっているのだ――熱に浮かされた頭の片隅で、唯一残ったほんのわずかな理性でぼんやりとそんなことを思った。

「あっあ、ぅん……っだ、め。私、もう……っあ、ぁああ……っ！」

　きゅうっと蜜壷が収縮する感覚と共に体が震え、痺れにも似た強烈な快感が一気に末端まで伝播する。しばし呼吸をすることも忘れてその感覚に酔いしれ、やがて脱力してしまった体をくたりとうつ伏せに倒した。重なった優弥の胸は、パジャマの布地越しにでも彼の体温と鼓動が伝わってきて心地が良かった。

「は……ぁ……あ……」

　だが、乱れた息を整えながら気だるい快感の余韻に浸っていた美里の背を優弥の手が撫でた。その手はゆっくりと下っていき、円やかな膨らみの尻へ下りる。

「あん……っ」

「ずるいなあ、美里ってばひとりでイっちゃってさ。俺、まだイってないんだよ？」

「え……あ……っ」

　言われて、まだ体内の昂りが勢いを保っていることに気付き顔を赤らめる。近くなった耳朶にキスを落とされて、まだ快感の残る体は緩やかに再びの熱を灯した。

「あ……ご、めんなさい……」

　自分だけ達してしまうのはさすがに申し訳なく、力の入らない体でどうにか顔だけを上げて謝る。だが一度達するのに気力を使い果たしてしまったせいで、また自らが上に乗って動けるとは思えなかった。

（とはいえ、優弥くんをこのままになんてことはできるわけないし……ど、どうしよう）

　眉尻を下げおろおろと視線を彷徨わせた美里に、優弥は大きくため息をつく。怒らせてしまっただろうかと慌てて瞳を向けた美里の頭を、温かな手のひらが柔らかく撫でた。

「まあ、美里は一応頑張ってはくれたし？　あんまりお仕置きで意地悪しすぎて本気で泣かれちゃったら困るから、ここまでで許してあげようかな」

「えっ？　で、でもこのままじゃ……」

「もちろん、このままじゃ困るよ。俺だってイきたいもん。だから――ここからは俺の番」

「え……っ？」

　言葉の意味を理解するより前に、突然優弥が上半身を起き上がらせた。昂りを抜かないまま、今度は美里の体が仰向けにベッドの上に倒される。背中には柔らかな布団の感触、そして眼前には――煌々と明るい照明の灯った天井と、艶やかに微笑む優弥の笑顔。

「お仕置きを頑張ったから、今度はご褒美あげなくちゃだよね？　俺が悦くしてあげるから、一緒に気持ち良くなろ？」

「えっ……で、でもっ、優弥くん手首が痛くてあんまり動かせないんじゃ……っ！」

「あれえ、俺そんなこと言ったっけ？　確かにちょっと痛かったけど、動かせないことはないよ。それに、美里のえっちな姿いっぱい見てたら治っちゃったみたい。ほら、このとおり」

　笑顔でひらひらと両手を振る優弥をしばしぽかんと見上げ、はっと我に返ると〝もしかして〟と疑惑が頭をもたげた。

「ゆ、優弥くんっ。もしかして嘘ついてたのっ？　本当は最初から全然痛くなかったんじゃ――ぁんっ！」

　動いたために浅くなっていた繋がりを一気に奥まで突き入れられて、甘い刺激に声が漏れた。美里の指摘に、優弥は天使のような笑顔でにっこりと微笑むだけだ。

「やだな、美里。俺が美里に嘘なんかつくと思う？　そんなわけないじゃない」

（ぜ、絶対嘘だったんだ！　でも……そんな笑顔見せられちゃったら何も言えないよぉ……っ）

　この天使のように清らかな笑顔が、羊の皮を被った狼の獰猛な笑みであることはもうとっくに理解している。しているのに――まるで嫌いになれないのはやはり惚れた弱みなのだろうか。

「まあまあ、細かいことはいいじゃない。大事なのは美里が俺を好きってことと俺が美里を好きってことだよ。あとは――今、美里をすごーく気持ち良くしてあげるってこと。気持ち良いの、好きでしょ？」

「んぁ……っあ、ああ……っ！」

　自分で動いていたときとはまた違う激しさで一気に責め立てられ、びくびくと大きく体が跳ねた。手加減のない強さで先端から根本まで何度も深く突き入れられ、ふたりの体重を受けたベッドが軋んだ音を立てる。

「や、だめ……っ！　あんまり激しく動いちゃ、下に聞こえちゃうかも……ひぁ、あんっ！」

「大丈夫、多分ふたりとももう寝ちゃってるよ。それにこの下はリビングだし、寝室までは聞こえないって」

「で、でも……っでもぉ……っ！」

「ふふ、心配しながらも声は抑えられてないんだ。ほら、さっきので滑りが良くなったから余計動けるようになってるよ。一回イった後なのにまたいっぱい溢れてきてる……。そんなに気持ち良いんだ？　聞こえるでしょ、すごくえっちな音してる」

「やっ、言わないで、そん、な……ぁ、あ、あぁん……っ！」

　優弥の指摘は図星だった。奥を抉られるたび、内側が昂りとこすれて淫らな水音が響く。繋がった箇所から溢れる、摩擦で泡立った蜜液が美里の快感の度合いを示しているようだった。

「っは、ぁ……ふふ、さっきみたいに美里に動いてもらうのも新鮮で興奮したけど、俺はやっぱり自分で動く方が好きみたい。こうやって……」

「ひあっ、あっ、やんっ！」

「中を奥まで突いて、美里が泣きそうな顔で可愛く喘ぐの見るの大好き。ね、気持ちいい？　言ってみて、そしたらもっと悦くしてあげる」

　情欲に掠れた声で囁かれ、鼓動が跳ねる。今でさえこんなにも感じているというのに、これ以上されたりなどしたらおかしくなってしまうのではないだろうか。でも……その誘惑には抗いがたい魅力がある。

「あ、ぁ……っき、もちい。気持ちいい、から……もっとぉ……っ」

　理性のあるときなら恥ずかしくて到底言えないような甘い声でのおねだりも、今は考えるより先に口を突いて出てくる。満足そうな笑みを浮かべた優弥の唇が美里のそれを塞いだ。舌先を絡められ深い角度でキスを落とされる。口内を舌で掻き混ぜられると、その気持ち良さに蜜壷がきゅうっと収縮して中の昂りを締め付けた。

　室内に互いの乱れた息遣いとベッドの軋む音が響く。既に言葉らしい言葉はきちんと出てはこず、短く高い喘ぎ声が唇から漏れるだけだ。

「っん……美里、俺もそろそろイきそう……っ」

「あぁ……っ！」

　ぐっと腰を掴まれ、更に抽挿が早くなる。幾度もキスを重ねながら内部を大きく深く穿たれると、やがて昂りの先から熱い雫が弾けるのを感じた。それを追うように美里も二度目の激しい快楽に達した。

　最奥で絶頂を迎えた昂りから注がれる熱の量は多く、しばしの間止まらない様子でどくどくと激しい脈を打っていた。全てを出し切るかのように達した後も緩やかな抽挿を繰り返していた優弥の動きが、少ししてようやく止まる。潤んだ瞳で見上げた彼の表情はとても満足そうだった。

「は、あ……すっ……ごい悦かった……」

「う、ん……私、も……」

　ぐったりと体をベッドに沈ませながら小さく頷く。もう指先を動かすのすら面倒なほどに力が抜けきってしまっている。全身に満ちた治まらない快感は、先ほどまでの圧倒的な快楽をまだ引きずっているようだった。昼間の事件のこともあり、気だるさに引きずられて急速に眠気が襲ってくる。ゆっくりと引き抜かれた昂りに体内のわずかな空虚感を覚えながらも、心地良い快感に抱かれてまぶたが下がってきた。このまま眠ったら、深い眠りにつけそうだ。――だが。

「こーら。だめだよ美里、まだ眠っちゃだーめ」

「え……？　――えっ!?」

　力が抜けてしまっていた両足が抱えられ、優弥の左右の肩に掛けられる。そして状況を理解する間もなく再び蜜壷を熱い質量に押し開かれた。二度の絶頂で挿入しやすくなっていたそこは、抵抗なく昂りを受け入れる。

「えっ、ま、待って優弥くんっ！」

「なあに？　ああ、大丈夫だよ。ちゃんとゴムは新しいのに付け替えたから」

「そ、そうじゃなくてっ！　まだするの？　私もう二回も……っ」

「美里は二回イったけど、俺はまだ一回だけだもん。そんなの不公平じゃない？」

「そ、そんな……あぁっ！」

「大丈夫。学校あるし、そこまでひどくはしないから。朝までなんてさすがに言わないよ。まあ……朝近くはなっちゃうかもしれないけど？」

「ひ……っ」

　にこやかな声音で宣言され、睡魔が一瞬で吹き飛んでしまう。これはもしかして――まだ全く怒りは解けていないのではないだろうか。だがそれを問う間もなく、開始された抽挿に翻弄されて言葉を失う。自らの喘ぎをどこか遠くに聞きながら、美里は長い夜になることを悟った。
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「う、ん……」

　目が覚めて、暗い室内にぼんやりと視線を巡らせる。まだ夜は明けていないのか、閉められたカーテンの隙間から入ってくる外灯の明かりだけが夜の闇をうっすらと照らしている。

（あれ……？　ここ、私の部屋じゃない……）

　起きたばかりでまだはっきりと働いていない頭でそんなことを思いながら視線を横に向ける。と、そこに優弥の寝顔を認めて瞬間呼吸が止まりそうになった。それと同時に、眠る前のこと――正確には気を失う前、かもしれないが――が一気に蘇って顔が赤くなる。

（そ、そっか。あの後……また何回かしちゃって……それで意識が遠くなっちゃったんだ……）

「ん……」

「！」

　咄嗟に身じろいでしまった美里に気が付いたのか、優弥のまぶたがゆっくりと上がった。男性にしては長めの睫毛が数度瞬かれ、彼の視線がこちらを向いた。

「あ……美里。目、覚めたんだ」

「ご、ごめんなさい。起こしちゃった？」

「ううん、今寝たばっかりでちょっとうとうとしてただけだから。体平気？　さすがに風呂場には行けないから、とりあえずタオルで全体的に拭いておいたんだけど」

　言われて布団の中の自分に目をやれば、確かに体のべたつきは綺麗になっていて一度は脱いでいたパジャマもきちんと着せられている。丁寧な作業にありがたさと申し訳なさを感じる反面、本当に全てを見られてしまったことへの羞恥に視線を逸らしてしまった。

「あ、ありがとう……」

「どういたしまして。そんなに照れなくても、もう何回も見ちゃってるじゃない。美里の裸」

「そ、それは……そうなんだけど……」

「分かるよ。それでも恥ずかしいんだよね。美里可愛い」

「うう……」

　額に軽くキスされて、益々顔が赤らむ。改めて時計を見ればちょうど午前二時を回ったところだ。朝まではまだ少しあるが、一度眠ったからかあまり眠気は感じない。まだ眠っていなかった優弥もそれは同様らしく、ベッドに寝転がったままどちらからともなく向かい合い視線を合わせる。

「あの……優弥くん。本当にごめんね。昨日のこと……」

「もう謝らなくていいいよ。まあ、これからはもっと警戒心持ってほしいし、何か心配事とかあればちゃんと俺に相談してほしいけどね」

「うん……。でも、優弥くんどうして私があそこにいるって分かったの？」

　もし助けに来てもらえていなかったら、今頃宮川に犯されてしまっていたかもしれない。それどころか、無理矢理彼の家に連れて行かれて監禁されていたかもしれない。その事実に、改めてぞっと背筋が震えてくる。

「……あの喧嘩した日くらいから様子がおかしかったし、昨日も俺に気付かれないようにこっそり出て行くから変だと思ったんだ。それに……これは父さんたちに言ってなかったけど、俺にもあいつから変な手紙来てたから」

「えっ!?」

　優弥が言うに、その手紙は届いたのは木曜日頃のことらしい。美里に来たものと同じように消印はなく、家の郵便受けに直接投函されたものだったそうだ。中には慇懃無礼な言葉が長々と乱雑な文字で綴られていたが、内容は要するにこんなものだった。

「美里に馴れ馴れしくするな、近づくな。美里はもう少ししたら家を出て自分と暮らすようになるから――って、こんな感じかな。まったく、ふざけてるよな。でも、実際美里の様子はなんかおかしいし、ここの住所も相手にばれてるっぽいから、もしかして何かあるのかなって思って」

　それで、昨日出掛けていった美里の後を追っていったのだそうだ。同じ電車の違う車両に乗ったまでは良かったが、駅に着き降りていった美里を追いかける際に人波に飲まれて一瞬見失ってしまったらしい。そこまで大きな駅ではないとはいえ、日曜の午後という人通りの少なくない時間、加えていくつかの改札があるそこで美里がどちらに向かったのか分からなくなってしまった。とりあえず近場の改札を出て周囲を探していたところで、奥田に会ったのだと言う。

「奥田さん、どうしてあの駅にいたんだろう」

「友達と近くの公園に撮影に来てたんだってさ。それであっちから声を掛けられて。駄目元で美里のこと見なかったか聞いてみたら、東口の改札のところで見たって。でも声掛けようとしたら逃げられちゃったって言うから、それ聞いてすぐそっちに行ったんだ。最初は近くの店とか覗いてみたんだけどいなかったから……」

　念のため人目に付きにくい場所も探して――そして、あの光景を見たのだという。

「腹立つなんてもんじゃなかったよね。本気で殺してやろうと思った」

　そう言う優弥の目は真剣で、その迫力に気圧される。

「……ごめんなさい」

「別に美里に謝ってほしいわけじゃないよ。なんだかんだ言ったっていちばん悪いのはあいつなんだから。……まあ、俺も手紙が来てることをちゃんと伝えてたら、美里がひとりであいつのところ行こうなんて思わなかったのかな。心配掛けるの嫌だったから……って、これじゃ美里のこと責められないね。ごめん」

　眉尻を下げた優弥に、小さく首を左右に振り微笑む。どうやら、お互い相手のことを思ってしたという点ではは同じだったらしい。胸に額を預け、もう一度「ごめんなさい」と囁く。伸びてきた手に頬を撫でられ、柔らかく唇を塞がれた。何度かの啄むようなキスの後、静かに唇が離れる。体を重ねていたときのそれとは違う、とても優しいキスだった。

「……無事で良かった。本当に」

「うん……ありがとう」

　頬に触れる手のひらの温もりが心地良い。その温度にうっとりと意識を預けていると、不意に優弥が「そういえば」と口を開いた。

「ねえ、美里。俺ずっと考えてたことがあってね。美里に相談したいんだけど」

「相談？　なあに？」

「うん。俺たちのことなんだけどさ、いつ父さんたちに報告する？」

「報こ……えっ!?」

　報告というのは、つまり――こういった関係になったということを、だろうか？　いくらお互いに恋愛感情があるとはいえ、両親から見れば義理とはいっても姉弟。こんなことを伝えたら驚かれるのは間違いないだろう。

　突然の申し出に言葉を失ってしまった美里に、優弥が少し不満そうに唇を尖らせる。布団の中で抱き寄せられて、距離が縮まった。

「そんなにびっくりしなくてもいいじゃん。美里は俺のこと嫌いなの？　これから先も一緒にいたくない？」

「き、嫌いなわけない！　好きだよ、もちろん。ずっと一緒にいたいって思う。けど、伝えるのにはその、少し勇気が……」

「すぐ伝えたって後で伝えたって、多分びっくりされるのは同じだから時期はいつでも変わらないと思うよ。それに、俺は早くカミングアウトしてちゃんと美里を俺だけのものにしたいんだ」

「……っ」

　ぎゅう、と強く抱きしめられ、伝わってくる温もりと鼓動に心臓が跳ねる。耳元でそんな甘く告白されるのは心臓に悪い。

「ああ、でも――美里は〝俺のもの〟って言われるの嫌いなんだっけ？」

「違……っ、あのときは、その……つい言っちゃった、だけで……私は――もうとっくに優弥くんのものだもの」

　喧嘩をしたとき、所有物ではないとつい言ってしまったが、本心は嬉しかった。口ごもりながらも素直にそう伝えると、抱き寄せる手にまた少し力が込められた。

「そっか。……じゃあ、俺のものになって？　代わりに、俺も全部美里のものになるよ。心も、体も、これからの人生もぜーんぶ」

　耳朶にキスを落とされながらの告白に、一気に体温が上昇する。本当にそれは――反則だ。

（ああ……お母さんもお父さんもびっくりするだろうなあ。どこから説明していこう。でも……）

　優弥の胸に顔を埋め、そっと瞳を閉じる。暗くなった視界に描かれるのは少し大人になった優弥と自分の姿だ。両親にも祝福されながら、白いドレスをまとって彼と歩むことができたなら――きっとどんなに幸せなことだろう。

　返事の代わりに、おずおずと手を優弥の背に回して抱きしめ返す。瞬間驚いたように身じろいだ彼の腕が、それよりも強く美里を抱きしめた。温かな体温が伝わって、緩やかに睡魔が訪れる。

「美里？　眠くなっちゃったの……？　いいよ、おやすみ。このまま今日は一緒に寝ようね」

　額に唇が触れたのが分かったが、とろとろと下がっていくまぶたにもう開ける気力はなかった。美里はゆったりと優弥の温もりに身を預けながら、先ほど思い描いた将来の姿を静かに夢に見ていた。
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